
晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

５調  

主よ、爾に籲ぶ 主日第５調 

 
聖詠「主よ、我が口に衞を置き・・・・彼等は我より強ければなり。」まで省略 

 

句、
わ  

我が
たましい

靈 を獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讚榮せしめ
たま

給へ。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
とおと

尊き
じゅうじか

十字架にて
あくま

悪魔を
はずか

辱しめ、
ふっかつ

復活にて
つみ

罪の
はり

螫刺を
にぶ

鈍くし
われら

我等を
し

死の
もん

門より
すく

救ひ
たま

給

へり。
どくせいし

獨生子よ、
われら

我等
なんじ

爾を
さんえい

讃榮す。 

八調経巻２ 

５～８調 
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句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
じんるい

人類に
ふっかつ

復活を
たま

賜ふ
しゅ

主は
ひつじ

羊の
ごと

如く
ほふり

屠宰の
ため

爲に
ひ

牽かれたり。
じごく

地獄の
きみ

君は
これ

之を
おそ

畏れ、
かなしみ

悲 の
もん

門は
あ

擧げられた

り、
けだし

蓋
こうえい

光榮の
おう

王ハリストスは
い

入りて、
なわめ

縛に
あ

在る
もの

者に
い

出でよ、
くらやみ

幽暗に
あ

在る
もの

者に
あらわ

顯れよと
い

言へり。 

句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
おおい

大なる
きせき

奇跡や、
み

見えざる
もの

者の
ぞうせいしゅ

造成主は、
ひと

人を
あい

愛するに
よ

因りて、
み

身にて
くるしみ

苦 を
う

受け、
ふし

不死の
もの

者は
ふっかつ

復活せ

り。
しょみん

諸民
しょぞく

諸族
きた

來りて、
これ

之に
ふくはい

伏拜せん、
けだし

蓋
その

其
めぐみ

惠に
よ

因りて、
われら

我等は
まよい

迷より
のが

脱れて、
さんい

三位にして
ゆいいち

惟一なる
かみ

神を
うた

歌

ふを
なら

習へり。 

   又
スティヒラ

讃頌、アナトリイの作。同調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 

われら

我等
くれ

暮の
ふくはい

伏拜を
なんじ

爾
く

暮れざる
ひかり

光に
たてまつ

奉 る、
なんじ

爾は
よ

世の
すえ

季に、
かがみ

鏡に
お

於けるが
ごと

如く、
み

身に
よ

藉りて
せかい

世界に
かがや

耀

き、
じごく

地獄にまで
くだ

降り、
かしこ

彼處にある
くらやみ

幽暗を
やぶ

破り、
ふっかつ

復活の
ひかり

光を
しょみん

諸民に
あらわ

顯し
たま

給へり。
ひかり

光を
ほどこ

施す
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾

に
き

歸す。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 

われら

我等はハリストス
わ

我が
すくい

救の
かしら

首を
さんしょう

讃頌す、
けだし

蓋
かれ

彼
し

死より
ふっかつ

復活せしに、
せかい

世界は
まよい

迷より
すく

救はれたり、
てんし

天使の
ぐん

軍

は
よろこ

歡び、
あくま

悪魔の
いざない

誘 は
さ

去り、
お

墜ちたるアダムは
お

起き、ディアワォルは
むな

空しくせられたり。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

ばんぺい

番兵は
ふほう

不法の
もの

者より
おし

教えられたり、ハリストスの
ふっかつ

復活を
かく

匿せ、
ぎん

銀を
う

受けて
い

云へ、
われら

我等が
い

寝ねたる
とき

時、
ししゃ

死者

は
はか

墓より
ぬす

竊まれたりと。
たれ

誰か
これ

之を
み

見たる、
たれ

誰か
いつ

何時か
ししゃ

死者の
ぬす

竊まれしを
き

聞きたる、
いわん

況や
その

其
こうりょう

香料を
ぬ

傳ら

れ、
らたい

裸體になり、
ほうむり

斂葬の
ころも

衣を
はか

墓に
のこ

遺したるをや。イウデヤ
じん

人よ、
まど

惑ふ
なか

毋れ、
しょよげんしゃ

諸預言者の
ことば

言を
まな

學びて、
かれ

彼

が
じつ

實に
せかい

世界の
しょくざいしゃ

贖罪者
およ

及び
ぜんのうしゃ

全能者なるを
さと

悟れ。 

句、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 

じごく

地獄を
とりこ

虜に、
し

死を
ほろぼ

滅しし
しゅ

主、
とおと

尊き
じゅうじか

十字架にて
せかい

世界を
てら

照しし
わ

我が
きゅうせいしゅ

救世主よ、
われら

我等を
あわれ

憐み
たま

給へ。 

又生神女の
スティヒラ

讃頌、アモレイのパワェルの作。第五調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイズライリを
その

其

ことごと

悉くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 

しじょう

至淨なる
もの

者よ、
なんじ

爾は
しょ

諸
ぞうぶつ

造物より
いと

最
たか

高き
もの

者にして、
じつ

實にヘルワィムの
ごと

如き
ほうざ

寶座と
な

爲れり、
けだし

蓋
かみ

神の
ことば

言は
われら

我等

の
かたち

像を
おこ

興さんと
ほつ

欲して
なんじ

爾の
うち

内に
い

入り、
み

身を
もっ

以て
なんじ

爾より
い

出でて、
われら

我等の
ため

爲に
じゅうじか

十字架の
くるしみ

苦 を
う

受けて、
かみ

神と

して、
われら

我等の
へん

變ぜられたる
せい

性、
かつ

曾て
ていざい

定罪せられし
もの

者に
ふっかつ

復活を
たま

賜へり。
ゆえ

故に
かみ

神の
はは

毋よ、
われら

我等は
なんじ

爾 の
こ

子

を
ぞうせいしゅ

造成主として、
かれ

彼に
しんぱん

審判の
とき

時に
われら

我等に
ゆるし

赦免と
あわれみ

矜憐とを
たま

賜はんことを
いの

祈る。 
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句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 

いさぎよ

潔 き
かみ

神の
はは

毋よ、
われ

我
なに

何を
もっ

以て
なんじ

爾の
しえい

至榮なる
きょうかい

教會を
しょう

稱せんか、エデムの
その

園とせん、ノイの
ふね

舟、
すなわち

即
かみ

神の
ため

爲

に
おう

王たる
しさいはん

司祭班、
せい

聖なる
じんみん

人民、ハリストス
わ

我が
かみ

神の
かい

會を
すく

救ひし
もの

者とせん。
なんじ

爾をモイセイの
やくひつ

約櫃に
たと

譬へ

ん、
その

其
うち

内に
しょくざいしょ

贖罪所
およ

及び
はな

華を
しょう

生ぜし
つえ

杖あり、
とうだい

燈臺、「マンナ」の
つぼ

壺、
およ

及び
こがね

金の
こうろ

香爐あり、
およそ

凡の
しんじゃ

信者は
これ

之に
はし

趨

り
つ

附きて、
おおい

大なる
あわれみ

憐 を
もと

求め
う

得るなり。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 

ひとり

獨
のぞみ

冀望を
うしな

失ひし
もの

者の
のぞみ

冀望、
たすけ

佑助なき
もの

者の
ため

爲に
そな

備はりたる
たすけ

佑助、
じんじ

仁慈を
ほどこ

施す
しゅ

主イイススを
う

生みし
いさぎよ

潔 き
もの

者

よ、
いま

今
わ

我が
れつじゃく

劣弱を
あわれ

憐み、
わ

我が
おもい

思情に
しょうかん

傷感を
あた

與へ、
わ

我が
なみだ

涙の
ながれ

流を
もっ

以て
わ

我が
つみ

罪の
ふち

淵を
か

涸らし、
わ

我が
むりょう

無量の
よく

慾

の
あらし

暴風を
しず

鎭め、
わ

我が
みだ

亂れたる
こころ

心を
しんせい

神聖なる
へいおん

平穩に
み

充てて、ハリストスに
わ

我が
しょざい

諸罪の
まった

全き
ゆるし

赦を
たま

賜はんこ

とを
いの

祈り
たま

給へ。 

（「光栄は」以下の楽譜は次のページ） 
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◇「聖にして福たる」を歌う 

 

→通常部分（P7/8「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
 

５調 挿句のスティヒラ 

挿句に主日の讃頌、第五調。 
なんじ

爾
み

身を
と

取りたれども、
てん

天を
はな

離れざりし
きゅうせいしゅ

救世主ハリストスを
うた

歌の
こえ

聲を
もっ

以て
ほ

讃め
あ

揚ぐ。
けだし

蓋
なんじ

爾は
ひと

人を
あい

愛す

る
しゅ

主なるによりて、
わ

我が
やから

族の
ため

爲に
じゅうじか

十字架と
し

死とを
う

受けて、
じごく

地獄の
もん

門を
やぶ

破り、
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活して、
われら

我等の
たましい

靈

を
すく

救ひ
たま

給へり。 

   又讃頌 

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり 

いのち

生を
ほどこ

施す
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
わき

脅を
さ

刺されて、
しゅうじん

衆人の
ため

爲に
ゆるし

赦免と、
いのち

生命と、
すくい

拯救とを
なが

流し、
み

身を
もっ

以て
し

死を
う

受け

て、
われら

我等に
ふし

不死を
たま

賜ひ、
はか

墓に
い

入りて
われら

我等を
と

釋き、
かみ

神として
おのれ

己と
とも

偕に
しえい

至榮に
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等

よ

呼ぶ、
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾 が
じゅうじか

十字架に
てい

釘せらるると
じごく

地獄に
くだ

降ることとは
きみょう

奇妙なり、
けだし

蓋
なんじ

爾 は
じごく

地獄を
とりこ

虜にし

て、
こせい

古世よりの
めしうど

俘囚を
かみ

神として
おのれ

己と
とも

偕に
しえい

至榮に
ふっかつ

復活せしめ、
らくえん

樂園を
ひら

啓きて、
かれ

彼
ら

等を
その

其
うち

中に
い

入れ
たま

給へり。
ゆえ

故

に
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
さんえい

讃榮する
われら

我等にも
つみ

罪の
きよめ

洗淨を
あた

與へて、
らくえん

樂園に
お

居る
もの

者と
な

爲らしめ
たま

給へ、
なんじ

爾は
ひとり

獨
じんじ

仁慈
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E主EAなればなり。 なる
しゅ

句、A

しゅ

E主EAよ、A

せいとく

E聖徳EAはA

なんじ

E爾E AのA

いえ

E家EAにA

ぞく

E屬 EAしてA

えいえん

E永遠EAにA

いた

E至EAらん。 

A

われら

E我等EAのA

ため

E爲 EAにA

み

E身EAにてA

くるしみ

E苦E AをA

う

E受EAけ、A

みっかめ

E三日目EAにA

し

E死EAよりA

ふっかつ

E復活EAせしA

じんあい

E仁愛EAのA

しゅ

E主EAよ、A

わ

E我EAがA

にくよく

E肉欲EAをA

いや

E醫EAし、A

われら

E我等EAをA

はなはだ

E甚E AしきA

しょざい

E諸罪E

AよりA

おこ

E起EAしてA

すく

E救 EAひA

たま

E給EAへ。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 

A

いと

E最EAA

とおと

E尊 E Aき A

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

でん

E殿EAA

およ

E及EAびA

もん

E門EAなり、A

みや

E宮EAA

およ

E及EAびA

おう

E王EAのA

ほうざ

E寶座EAなり。A

わ

E我EAがA

しょくざいしゅ

E贖罪主E Aハリストス、A

ぎ

E義EAのA

ひ

E日EAたるA

しゅ

E主EAはA

その

E其E

AA

て

E手EAを A

もっ

E以EAてA

おのれ

E己E AのA

ぞう

E像EAにA

したが

E從E AひてA

つく

E造 EAりしA

もの

E者EAをA

てら

E照EAさんとA

ほつ

E欲 EAして、A

なんじ

E爾E AにA

よ

E依EAりてA

くらやみ

E闇冥EAにA

ねむ

E眠EAるA

もの

E者EAにA

あらわ

E現E AれA

たま

E給EAへり。A

ゆえ

E故EAにA

ほ

E讃E

AめA

うた

E歌 EAはるるA

もの

E者 EAよ、A

かれ

E彼EAの A

まえ

E前EAにA

はは

E母EAのA

いさみ

E勇敢EAをA

え

E獲EAたるA

もの

E者EAとして、A

われら

E我等EAのA

たましい

E靈E AのA

すく

E救E AはれんことをA

つね

E恒EAにA

いの

E祈EAりA

たま

E給EAへ。 

 
→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
 

 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 A

けだし

E蓋E A国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今もA

いつ

E何時EAも世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
 
 

早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

５調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 
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→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

５調【アンティフォン】 

U品第詞、第五調。第一倡和詞 U。（毎句復唱す） 

 

A

わ

E我EAが A

きゅうせいしゅ

E救世主E Aよ、A

われ

E我EAA

うれい

E憂E Aの A

うち

E中EAにダワィドのA

ごと

E如 E AくA

なんじ

E爾E AにA

うた

E歌EAう、A

わ

E我EAがA

たましい

E靈E AをA

あざむき

E欺騙EAのA

した

E舌 EAよりA

まぬが

E免E AれしめA

たま

E給EAへ。A

の

E野EAにA

お

E居るE

AA

もの

E者EAの A

いのち

E生命EAはA

さいわい

E福E Aなり、A

かれら

E彼等EAはA

しんせい

E神聖EAなるA

あい

E愛E AにA

はげ

E勵E Aまさる。 

   光榮 （今も） 

A

せいしん

E聖神EAにてA

み

E見EAゆるとA

み

E見EAえざるA

もの

E者EAは A

ことごと

E悉E AくA

たも

E保E Aたる、A

かれ

E彼E AはA

じつ

E實E AにA

せいさんしゃ

E聖三者EAのA

いつ

E一E Aにして、A

ぜんのう

E全能EAの A

しゅ

E主E Aなればなり。 今も、
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同上。 

   第二A

アンティフォン

E倡和詞E  

A

たましい

E靈 E Aよ、A

やま

E山EAにA

のぼ

E上EAらん、A

かしこ

E彼處EAにA

ゆ

E往EAけ、A

けだし

E蓋E AA

たすけ

E助E AはA

かしこ

E彼處EAよりA

きた

E來EAる。 

ハリストスよ、A

ねが

E願E AはくはA

なんじ

E爾E Aの A

みぎ

E右EAのA

て

E手 EAはA

われ

E我 EAにもA

ふ

E觸EAれて、A

およそ

E凡E AのA

よこしま

E邪曲EAよりA

われ

E我EAをA

まも

E護EAらん。 

   光榮 

A

せいしん

E聖神EAにA

むか

E向E AひてA

さんび

E讃美EAしてA

い

E曰EAはん、A

なんじ

E爾E AはA

かみ

E神E Aなり、A

いのち

E生命EAなり、A

あい

E愛EAなり、A

ひかり

E光E Aなり、A

えいち

E睿知EAなり、A

なんじ

E爾E AはA

じんじ

E仁慈E

Aなり、A

なんじ

E爾E AはA

よ

E世EAA

よ

E世 EAにA

おう

E王 E Aたり。  今も、同上。 

   第三A

アンティフォン

E倡和詞E  

A

ひと

E人EAA

われ

E我 E Aに A

むか

E向E Aひて、A

しゅ

E主 E AのA

いえ

E家E AにA

ゆ

E往EAかんとA

い

E云EAふA

とき

E時E A、A

われ

E我E AA

おお

E多EAくのA

よろこび

E歡喜EAにA

み

E盈EAてられて、A

いのり

E祷E AをA

ささ

E獻E Aぐ。 

ダワィドのA

いえ

E家E AにA

おそ

E畏E AるべきA

こと

E事 E AはA

おこな

E行E Aはる、A

けだし

E蓋E AA

ひ

E火 EAはA

かしこ

E彼處EAにA

およそ

E凡 E AのA

は

E耻づEAべきA

こころ

E心E AをA

や

E焚EAく。 

   光榮 

A

せいしん

E聖神EAにはA

いのち

E生命EAをA

ほどこ

E施E Aす A

けん

E權EAA

い

E位EAあり、A

すべ

E凡E AてのA

いきもの

E生物EAはA

かれ

E彼E AをA

もっ

E以E AてA

い

E活EAかさる、A

ちち

E父EAA

およ

E及E AびA

ことば

E言E AをA

もっ

E以EAてするがA

ごと

E如E Aし。   

今も、同上。 

 
☆U提綱、第５調 

A

しゅ

E主EAA

わ

E我EAがA

かみ

E神EAよ、A

お

E起 EAきてA

なんじ

E爾E AのA

て

E手EAをA

あ

E擧EAげよ、A

なんじ

E爾E AA

よ

E世EAA

よ

E世EAのA

おう

E王EAなればなり。 

句、A

しゅ

E主EAよ、A

われ

E我 EAA

こころ

E心E AをA

つく

E盡 EAしてA

なんじ

E爾 E AをA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAげ、A

なんじ

E爾E Aが A

ことごと

E悉E AくのA

きせき

E奇迹EAをA

つた

E傳EAへん。 

 

→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

５調 カノン  

U主日のカノン、第５調 U<第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 

第一歌頌 

イルモス、A

つよ

E強EAきA

て

E手EAにてA

たたかい

E戰E AをA

ほろぼ

E滅E AすハリストスはA

うま

E馬EAとA

のりて

E騎者EAとをA

くれない

E紅E AのA

うみ

E海EAにA

おと

E落EAし、A

かち

E凱E AA

うた

E歌EAをA

うた

E歌EAふイズライリをA

すく

E救E

AひA

たま

E給 EAへり。 


Zm


５調

    
主我が神よ、起きて


爾の手を 挙げよ

  

  
爾 世世 の


王


な

 
れば


な

 
り
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、A

いばら

E棘E AをA

しょう

E生E AずるエウレイのA

かい

E會EAはA

なんじ

E爾E AA

おん

E恩EAA

しゅ

E主EAにA

はは

E毋EAたるA

あい

E愛EAをA

まも

E守EAらずして、A

いばら

E棘E AをA

なんじ

E爾E AA

げんそ

E原祖EAのA

いばら

E棘E AのA

きんかい

E禁戒E

AをA

と

E釋EAくA

もの

E者 EAにA

こうむ

E冠E Aらせたり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

いのち

E生命EAをA

たま

E賜 EAふハリストス、A

つみ

E罪EAなきA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

かたぶ

E傾E AきてA

われ

E我EAA

あな

E穽EAにA

おちい

E陥E AりしA

もの

E者EAをA

おこ

E起EAし、A

きゅうかい

E朽壞E AにA

あずか

E與E AらざるA

もの

E者E AにしてA

わ

E我E

AがA

あくしゅう

E悪臭E AのA

きゅうかい

E朽壞E AをA

しの

E忍E Aびて、A

われ

E我E Aを A

かみ

E神E AのA

せい

E性E AのA

こうりょう

E香料E AにてA

かお

E薫EAらせA

たま

E給EAへり。 
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

   生神女讃詞 

A

のろい

E詛E AはA

と

E釋EAかれ、A

かなしみ

E悲E AはA

や

E息 EAみたり、A

けだし

E蓋E AA

しゅくふく

E祝福E AせられしA

どうていじょ

E童貞女EA、A

おんちょう

E恩寵E AをA

こうむ

E蒙E AれるA

もの

E者E AはA

しきょく

E四極EAのA

ため

E爲EAにA

しゅくふく

E祝福E Aたるハリ

ストスをA

はな

E花EAの A

ごと

E如EAくA

しょう

E生E Aじて、A

しんじゃ

E信者EAのA

ため

E爲EAに A

よろこび

E喜E AをA

かがや

E耀E AかしA

たま

E給E Aへり。 

   ＜十字架復活のカノン生神女のカノン省略＞  

    第三歌頌 

イルモス、A

おのれ

E己EAのA

めい

E命EAにてA

むな

E虚EAしきA

ところ

E處EAにA

ち

E地EAをA

かた

E固 EAめ、A

たも

E保EAちA

がた

E難EAくA

おも

E重EAきA

もの

E者EAをA

か

E懸EAけしハリストス、A

ひとり

E獨EAA

じんじ

E仁慈EAにしてA

ひと

E人EAをA

あい

E愛EAす

る A

しゅ

E主E A よ、 A

なんじ

E爾E A が A

いましめ

E誡 E A の A

うご

E動E A かざる A

いし

E石E A に A

なんじ

E爾E A の A

きょうかい

E教會E A を A

かた

E堅E A く A

た

E立E A て A

たま

E給E A へ。（楽譜は次ページ）
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

ハリストスよ、 A

おん

E恩EAを A

し

E知EAらざるイズライリの A

しょし

E諸子E A、 A

いわ

E磐EAより A

みつ

E蜜E AをA

す

E吮EAひし A

もの

E者EAは A

なんじ

E爾 E AA

の

E野E AにてA

きせき

E奇跡EAを A

おこな

E行 E AひしA

しゅ

E主E AにA

い

E膽E A

をA

ささ

E捧 EAげ、「マンナ」のA

おん

E恩E AにA

か

E代EAへてA

す

E醘EAをA

むく

E酬EAいたり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

むかし

E昔E AA

ひか

E光E Aれる A

くも

E雲E Aに A

おお

E覆EAはれたる A

もの

E者 E Aは A

いのち

E生命E Aたるハリストスを A

はか

E墓E AにA

お

E置EAきたり、 A

しか

E然E AれどもA

かれ

E彼E AはA

おのれ

E己E AのA

けん

E權E AをA

もっ

E以E AてA

ふっかつ

E復活E Aし

て、A

うえ

E上EAよりA

しゅう

E衆 E AA

しんじゃ

E信者EAにA

おうみつ

E奥密EAにA

おお

E蔭EAへるA

せいしん

E聖神EAのA

こうしょう

E光照E AをA

たま

E賜E Aへり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

   生神女讃詞 

A

かみ

E神EAの A

はは

E毋EAよ、A

なんじ

E爾 E AはA

こんいん

E婚姻EAにA

あずか

E與E Aらず、A

はは

E母EAのA

さんく

E産苦EAをA

し

E知EAらずして、A

えいざい

E永在EAのA

ちち

E父EAよりA

かがや

E輝E AきしA

もの

E者EAをA

う

E生EAみA

たま

E給EAへり。A

ゆえ

E故EAにA

われら

E我等E

AはA

ただ

E正 EAしくA

なんじ

E爾E AをA

しょうしんじょ

E生神女E AとA

つた

E傳EAふ、A

み

E身EAをA

と

E取りEAしA

ことば

E言E AをA

う

E生EAみたればなり。 

    
◇小連祷、（セダレンは省略） 

    第四歌頌 

イルモス、ハリストスよ、アウワクムはA

せんち

E先知EAのA

め

E目EAにてA

なんじ

E爾EAがA

しんみょう

E神妙EAのA

へりくだり

E謙遜EAをA

さと

E悟EAり、A

おのの

E戰EAきてA

なんじ

E爾EAにA

よ

E呼EAべり、A

なんじ

E爾EAのA

たみ

E民E

AをA

すく

E救 EAひ、A

なんじ

E爾EAのA

あぶら

E膏EAつけられしA

もの

E者EAをA

すく

E救EAはんA

ため

E爲EAにA

きた

E來EAりA

たま

E給EAへり。（楽譜は次ページ） 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

じんじ

E仁慈EAなるA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

き

E木EAをA

もっ

E以EAてメルラのA

いと

E最EAA

にが

E苦 EAきA

みず

E水EAをA

あま

E甘EAくして、A

つみ

E罪EAのA

あじ

E味EAをA

け

E滅EAすA

なんじ

E爾E AのA

しじょう

E至淨EAなるA

じゅうじか

E十字架EAをA

かたち

E形E AをA

もっ

E以E

AてA

よしょう

E預象EAしA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

わ

E我EAが A

きゅうせいしゅ

E救世主E Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

ちしき

E智識EAのA

き

E木EAにA

か

E代EAへてA

じゅうじか

E十字架E A、A

あま

E甘E AきA

しょく

E食E AにA

か

E代EAへてA

い

E膽EAをA

う

E受EAけ、A

し

E死EAのA

きゅうかい

E朽壞E AにA

か

E代EAへてA

なんじ

E爾E AのA

しんせい

E神聖E

AなるA

ち

E血EAを A

なが

E流EAしA

たま

E給EAへり。    
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

なんじ

E爾E AはA

こんいん

E婚姻EAにA

あずか

E與E AらずしてA

いさぎよ

E潔 E Aく A

たいない

E胎内EAにA

はら

E孕 EAみ、A

さんく

E産苦EAなくA

み

E身EAにてA

かみ

E神EAをA

う

E生EAみ、A

う

E生EAみてA

のち

E後EAA

どうていじょ

E童貞女EAとしてA

まも

E護E Aられたり。 

       第五歌頌 

69



イルモス、A

ひかり

E光 EAをA

ころも

E衣EAのA

ごと

E如 EAくA

き

E衣 EAるA

もの

E者EAよ、A

われ

E我 EAA

なんじ

E爾EAにA

あさ

E朝EAのA

いのり

E祷EAをA

たてまつ

E奉E AりてA

なんじ

E爾EAにA

よ

E呼ぶEA、ハリストスよ、A

わ

E我EAがA

くら

E眛EAまされしA

たましい

E靈E AをA

てら

E照E

AしA

たま

E給 EAへ、A

なんじ

E爾EAはA

ひとり

E獨EAA

じんじ

E仁慈EAの A

しゅ

E主EAなればなり。（楽譜は次ページ） 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

こうえい

E光榮E Aの A

しゅ

E主 E Aは A

けんぴ

E謙卑E Aの A

かたち

E形E Aに A

おい

E於 E Aて A

あまん

E甘 E Aじて A

はず

E辱E Aかしめられて A

き

E木E Aに A

かか

E懸E Aる、 A

われら

E我等E Aの A

ため

E爲E Aに A

しんせい

E神聖E Aなる A

こうえい

E光榮E Aの A

こと

E事 E Aを A

い

E言E Aひ A

がた

E難E A

くA

おもんばか

E慮E AるにA

よ

E因 EAりてなり 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾E AはA

く

E朽EAつるなくA

み

E身EAにてA

し

E死EAのA

きゅうかい

E朽壞E AをA

な

E嘗EAめ、A

みっかめ

E三日目EAにA

はか

E墓E AよりA

かがや

E輝E AきA

い

E出EAでて、A

われ

E我E AにA

ふきゅう

E不朽EAをA

き

E衣EAせA

たま

E給E

Aへり。    
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

しょうしんじょ

E生神女E Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

われら

E我等EAのA

ため

E爲EAにA

しょうぎ

E稱義EAA

およ

E及EAび A

しょくざい

E贖罪E AたるハリストスをA

たね

E種EAなくA

う

E生EAみて、A

げんそ

E原祖EAのA

せい

E性EAをA

のろい

E詛E AよりA

と

E釋EAきA

たま

E給EAへ

り。 

    

    第六歌頌 

イルモス、A

しゅさい

E主宰EAハリストスよ、A

たましい

E靈E AをA

やぶ

E壞EAるA

ぐふう

E颶風E AにA

あ

E荒EAらさるるA

よく

E慾EAのA

うみ

E海E AをA

しず

E鎭EAめて、A

われ

E我EAをA

ほろび

E淪滅E AよりA

たす

E援 EAけA

たま

E給 EAへ、A

なんじ

E爾E A

はA

じんじ

E仁慈EAのA

しゅ

E主EAなればなり。 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

しゅさい

E主宰EAハリストスよ、A

きん

E禁EAぜられたるA

かて

E糧EAをA

しょく

E食E Aして、A

きゅうかい

E朽壞E AにA

おちい

E陷E AりしA

げんそ

E原祖EAはA

なんじ

E爾E AのA

くるしみ

E苦E AにA

よ

E因EAりてA

いのち

E生命EAにA

のぼ

E升EAせられ

たり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

しゅさい

E主宰E Aハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

いのち

E生命E Aにして A

じごく

E地獄E Aに A

くだ

E降E Aり、 A

きゅうかい

E朽壞E Aせしめし A

もの

E者E Aの A

ため

E爲E Aに A

きゅうかい

E朽壞E Aと A

な

E爲EAりて、 A

きゅうかい

E朽壞E Aに A

よ

E由E Aり

てA

ふっかつ

E復活EAをA

なが

E流EAし A

たま

E給EAへり。    
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

どうていじょ

E童貞女EAは A

う

E生EAめり、A

う

E生EAみてA

のち

E後EAA

じつ

E實EAにA

いさぎよ

E潔E AきA

もの

E者E AとしてA

とど

E止 E Aまれり、A

おのれ

E己E AのA

て

E手EAにA

ばんぶつ

E萬物EAをA

たも

E持EAつA

しゅ

E主EAをA

いだ

E抱EAきしA

どうていじょ

E童貞女EAA

はは

E母E Aなれ

ばなり。 

 ◇小連祷  

   小讃詞、第五調。 

A

わ

E我EAが A

きゅうせいしゅ

E救世主E A、A

ひと

E人E Aを A

あい

E愛E AするA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

じごく

E地獄E AにA

くだ

E降E Aり、 A

ぜんのうしゃ

E全能者EAとしてA

その

E其E AA

もん

E門E Aを A

やぶ

E壞E AりA

ぞうせいしゅ

E造成主E AとしてA

ししゃ

E死者EAをA

おのれ

E己E AとA

とも

E偕E A

に A

ふっかつ

E復活EAせしめ、 A

し

E死EAのA

はり

E刺EAを A

くじ

E折EAき、アダムを A

のろい

E詛E Aより A

と

E釋EAき A

たま

E給EAへり。 A

ゆえ

E故EAに A

われら

E我等EAA

みな

E皆EAA

よ

E呼EAぶ、 A

しゅ

E主EAよ、 A

われら

E我等EAを A

すく

E救EAひ A

たま

E給EAへ。 

   ＜同讃詞省略＞ 

    第七歌頌 

イルモス、A

とおと

E尊E AまるるA

せんぞ

E先祖EAの A

しゅ

E主EAはA

ほのお

E焰E Aを A

け

E滅EAし、A

しょうしゃ

E少者EAをA

すず

E涼EAしくせり、A

かれら

E彼等EAA

こころ

E心E AをA

あわ

E合EAせて、A

かみ

E神EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃 E Aめ

らるとA

うた

E歌EAへばなり。（楽譜は次ページ） 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

なんじ

E爾E AはA

み

E身EAにA

おお

E蔽 EAはれて、A

これ

E之EAをA

つり

E釣 EAのA

えば

E餌 EAとして、A

なんじ

E爾E AのA

かみ

E神EAたるA

ちから

E力E AをA

もっ

E以EAてA

へび

E蛇EAをA

つ

E釣EAり、A

かみ

E神EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめらるとA

うた

E歌E

AふA

もの

E者 EAをA

のぼ

E升 EAせA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

だいち

E大地EAのA

とお

E通EAり A

がた

E難 E AきA

こたい

E固體EAをA

つく

E造E AりしA

い

E容EAれられぬA

しゅ

E主E AはA

ちちゅう

E地中EAにA

うが

E穿E Aちたる A

はか

E墓EAにA

み

E身EAにてA

おさ

E藏EAめらる。A

われら

E我等E AA

みな

E皆EAA

かれ

E彼E AにA

うた

E歌 EAふ、A

かみ

E神E A

よ、A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃EAめらる。    
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

じゅんけつ

E純潔E AなるA

もの

E者 E Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

にせい

E二性EAにA

おい

E於EAてA

いちい

E一位EAたるA

み

E身EAをA

と

E取EAりしA

かみ

E神E AをA

う

E生EAみA

たま

E給E Aへり。A

われら

E我等EAA

みな

E皆 E AA

かれ

E彼EAにA

うた

E歌EAふ、A

かみ

E神E Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇E AめA

ほ

E讃E

Aめらる。 

    

    第八歌頌 

イルモス、 A

しょうしゃ

E少者 EAは A

いろり

E爐E Aに A

あ

E在EAりて A

なんじ

E爾E AA

ばんぶつ

E萬物 EAを A

つく

E造E Aりし A

しゅ

E主 EAの A

まえ

E前E Aに A

ぜんせかい

E全世界 E Aの A

えいたい

E詠隊 EAと A

な

E爲 E Aりて A

うた

E歌E Aへり、 A

ことごと

E悉EAくの A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

しゅ

E主E Aを A

うた

E歌E Aひ

て、 A

ばんせい

E萬世 EAにA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめよ。 

 
附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

ハリストス、A

なんじ

E爾E AはA

じゆう

E自由EAなるA

すくい

E救 E Aの A

くるしみ

E苦E AのA

さかずき

E爵E AのA

ため

E爲E Aに、A

これ

E之EAをA

ふじゆう

E不自由EAなるA

もの

E者E AのA

ごと

E如E AくにしてA

いの

E祈EAれり、A

おのおの

E各 E AA

ふたつ

E二E AのA

せい

E性E

AにA

ぞく

E屬 EAするA

ふたつ

E二E AのA

のぞみ

E望E AをA

よよ

E世世EAにA

たも

E有EAてばなり。 
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附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾E AのA

ぜんこう

E全功EAなる A

こうりん

E降臨EAにA

よ

E因EAりてA

はず

E辱 EAかしめられたるA

じごく

E地獄EAはA

こせい

E古世EAよりA

いざない

E誘惑EAをA

もっ

E以EAてA

ころ

E殺EAししA

もの

E者EAをA

ことごと

E悉E A

くA

は

E吐EAきA

いだ

E出 EAせり。A

かれら

E彼等EAA

なんじ

E爾E AをA

ばんせい

E萬世EAにA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃EAむ。 

父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

なんじ

E爾 E AA

ちえ

E智慧EAにA

こ

E超 EAえてA

かみ

E神EAのA

ことば

E言E AにA

よ

E因EAりてA

しゅ

E主 EAをA

う

E生EAみてA

どうていじょ

E童貞女EAにA

とど

E止EAまりしA

もの

E者EAをA

われら

E我等EAA

ぞうぶつ

E造物EAA

みな

E皆EAA

さんしょう

E讃頌E Aして、A

ばんせい

E萬世E

AにA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃EAむ。 

    

◇次ぎて生神女の歌を歌ふ。 
我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実

の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 AE権能E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼

を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 

    第九歌頌 

イルモス、イサイヤA

いわ

E祝 EAへよ、A

どうていじょ

E童貞女EAはA

はら

E孕EAみて、A

こ

E子EAエムマヌイル、A

かみ

E神EAA

およ

E及EAびA

ひと

E人EAなるA

もの

E者EAをA

う

E生EAめり、A

その

E其EAA

な

E名 EAはA

ひがし

E東EA。A

われら

E我等E

AA

かれ

E彼EAを A

あが

E崇EAめて、A

どうていじょ

E童貞女EAを A

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAぐ。 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

しゅさい

E主宰EAハリストスよ、 A

なんじ

E爾E Aは A

おちい

E陷E Aりし A

ひと

E人E Aを A

どうていじょ

E童貞女E Aの A

たいない

E胎内E Aより A

う

E受E Aけて、 A

まった

E全E Aく A

これ

E之E Aに A

あわ

E合 E Aせられたり、 A

ただ

E惟E AA

ひとつ

E一E AのA

つみ

E罪E Aに

もA

あずか

E與 E Aらざりき。A

なんじ

E爾E AはA

おのれ

E己E AのA

しじょう

E至淨EAなるA

くるしみ

E苦 E Aを A

もっ

E以E AてA

まった

E全E AきA

ひと

E人EAをA

きゅうかい

E朽壞E AよりA

と

E釋EAきA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす 

A

しゅさい

E主宰EAハリストスよA

なんじ

E爾E AのA

しじょう

E至淨EAにしてA

いのち

E生E AをA

ほどこ

E施E AすA

わき

E脅EAよりA

なが

E流EAれしA

しんせい

E神聖EAなる血にA

よ

E由EAりて、A

ぐうぞう

E偶像EAのA

まつり

E祭E AはA

や

E息EAみ、A

ぜんち

E全地E

AはA

なんじ

E爾 E AにA

さんび

E讃美EAのA

まつり

E祭E AをA

けん

E獻EAず。    
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

じゅんけつ

E純潔E AA

むてん

E無玷EAなるA

しょうじょ

E少女E Aよ、A

なんじ

E爾E AのA

う

E生E AみしA

もの

E者EAはA

むけい

E無形EAのA

かみ

E神E AにA

あら

E非E Aず、 A

また

E亦E AA

つね

E常E AのA

ひと

E人E AにA

あら

E非E Aず、 A

すなわち

E即E AA

かんぜん

E完全E AなるA

ひと

E人E Aにして、A

じつ

E實E A

にA

かんぜん

E完全EAなるA

かみ

E神 EAなり。A

われら

E我等EAA

かれ

E彼EAをA

ちち

E父 EAA

およ

E及EAびA

せいしん

E聖神EAとA

とも

E偕EAにA

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃EAむ。 

 

 

 

→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
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５調【讃揚歌とスティヒラ】 

 
→通常部分 P31に戻る 【大頌栄】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

６調  

主よ、爾に籲ぶ、主日第６調。［時課経 P182］ 

 
＜時課経 P180「主や我が口に」～P183「･･･強ければなり」まで省略＞ 

 

誦経 句、
わ  

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 
じごく

地獄に
か

勝つハリストスよ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
のぼ

上れり、
ししゃ

死者の
うち

中に
じゆう

自由なる
もの

者、
おのれ

己の
ひかり

光より
いのち

生命を
なが

流す
もの

者と

して、
し

死の
くらやみ

幽暗に
ざ

坐する
もの

者を
おのれ

己と
とも

偕に
ふっかつ

復活せしめん
ため

爲なり。
ぜんのう

全能の
きゅうせいしゅ

救世主よ、
われら

我等を
あわれ

憐み
たま

給へ。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
いま

今ハリストスは
し

死を
ほろぼ

滅して、
かつ

嘗て
い

言ひし
ごと

如く
ふっかつ

復活し、
せかい

世界に
よろこび

歡喜を
たま

賜へり、
われら

我等
みな

皆
よ

籲びて
か

斯く
うた

歌はん
ため

爲

なり、
いのち

生命の
いずみ

泉、
ちか

近づき
がた

難き
ひかり

光、
ぜんのう

全能の
きゅうせいしゅ

救世主よ、
われら

我等を
あわれ

憐み
たま

給へ。 
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句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ  

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
しゅ

主よ、
われら

我等
ざいにん

罪人
いずこ

何處に
なんじ

爾
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物に
お

居る
もの

者を
さ

避けん、
てん

天には
なんじ

爾
みずか

親ら
す

住む、
じごく

地獄には
なんじ

爾
し

死を
ほろぼ

滅せ

り、
うみ

海の
ふかみ

深處に
い

入らんか、
しゅさい

主宰よ、
かしこ

彼處には
なんじ

爾の
て

手あり。
われら

我等
なんじ

爾に
はし

趨り
つ

附き、
なんじ

爾に
ふくはい

伏拜して
いの

祷る、
し

死

より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
われら

我等を
あわれ

憐み
たま

給へ。 

   又
スティヒラ

讃頌、アナトリイの作。同調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ  

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 

ハリストスよ、
われら

我等
なんじ

爾の
じゅうじか

十字架を
もつ

以て
ほこり

誇 と
な

爲し、
なんじ

爾 の
ふっかつ

復活を
うた

歌ひて
あが

崇め
ほ

讃む、
なんじ

爾 は
われら

我等の
かみ

神にし

て、
われら

我等
なんじ

爾の
ほか

外に
た

他の
かみ

神を
し

識らざればなり。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 
われら

我等
つね

常に
しゅ

主を
あが

崇め
ほ

讃めて、
かれ

彼の
ふっかつ

復活を
うた

歌ふ、
その

其
じゅうじか

十字架を
しの

忍びて
し

死を
もつ

以て
し

死を
ほろぼ

滅ししに
よ

因る。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ちから

力に
き

歸す、
けだし

蓋
なんじ

爾は
し

死の
けん

權を
たも

有つ
もの

者を
むな

空しくし、
なんじ

爾の
じゅうじか

十字架を
もつ

以て
われら

我等を
あらた

新にし

て、
われら

我等に
せいめい

生命と
ふきゅう

不朽とを
たま

賜へり。 

句、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ほうむり

葬 は
じごく

地獄の
かせ

桎梏を
やぶ

壞り、
し

死よりの
ふっかつ

復活は
せかい

世界を
てら

照せり。
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

又生神女の
スティヒラ

讃頌、アモレイのパワェルの作。第三調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 
いた

至りて
むてん

無玷なる
どうていじょ

童貞女よ、
わ  

我が
からだ

體の
よわみ

劣弱、
たましい

靈 の
くるしみ

苦惱、
こころ

心の
うれい

憂愁を
み

見て、
われ

我に
しんせい

神聖なる
かえりみ

眷顧を
え

得しめ
たま

給

へ。
いの

祈る、
なんじ

爾の
ねつせつ

熱切なる
きとう

祈祷を
もつ

以て
われ

我を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 
じょさい

女宰よ、
われ

我
しょざい

諸罪を
もつ

以て
しゅうじん

衆人に
こ

超えたり。
いの

祈る、
いさぎよ

潔 き
どうていじょ

童貞女よ、
その

其
おお

多きを
きよ

潔めて、
なんじ

爾の
こ

子
およ

及び
かみ

神の
しょうらい

將來

の
しんぱん

審判に
おい

於て
われ

我に
じれん

慈憐を
こう

蒙むるを
え

得しめ
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 
いさぎよ

潔 き
もの

者よ、
われ

我
なんじ

爾を
よ

呼ぶ
もの

者の
しょざい

諸罪の
おお

多きを
きよ

潔めて、
なんじ

爾の
きとう

祈祷の
つるぎ

劍を
もつ

以て
わ

我が
よく

慾の
はげ

厲しき
うごき

動搖を
た

斷ち
たま

給

へ、
わ  

我が
しん

信と
あい

愛とを
もつ

以て
なんじ

爾の
たね

種なき
さん

産を
うた

歌はん
ため

爲なり。 
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◇「聖にして福たる」を歌う 

→通常部分（P7/8「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
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６調 挿句のスティヒラ 

○挿句に主日の讃頌、第六調。 

ハリストス
きゅうせいしゅ

救世主よ、
しょてんし

諸天使は
てん

天に
おい

於て
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
うた

歌ふ。
われら

我等にも
ち

地に
おい

於て
いさぎよ

潔 き
こころ

心を
もつ

以て
なんじ

爾を
さんえい

讃榮

するに
た

堪へさせ
たま

給へ。 

   他の
スティヒラ

讃頌  

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

なんじ

爾は
ぜんのう

全能の
かみ

神たるに
よ

因りて、
あかがね

銅 の
もん

門を
やぶ

破り、
じごく

地獄の
はしら

柱を
くじ

折きて、
おちい

陥りたる
ひと

人の
やから

族を
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へ

り。
ゆえ

故に
われら

我等も
どうしん

同心に
よ

呼ぶ、
し

死より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ハリストスは
われら

我等の
いにしえ

古 の
やぶれ

朽壞を
あらた

改めんと
ほつ

欲して、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられ、
はか

墓に
お

置かれたり。
けいこうじょ

攜香女は
なみだ

涙

と
とも

共に
かれ

彼を
たず

尋ねて、
な

泣きて
い

曰へり、
かな

哀しい
かな

哉
しゅうじん

衆人の
きゅうせいしゅ

救世主よ、
いか

如何に
なんじ

爾は
はか

墓に
お

居るを
あまん

甘じたる、
お

居る

を
あまん

甘じて
いか

如何に
ぬす

盗まれたる、
いか

如何に
うつ

移されたる、
なん

何の
ところ

處か
なんじ

爾の
いのち

生命を
ほどこ

施す
にくたい

肉體を
かく

匿したる、
しか

然れど

も
しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾が
やく

約せし
ごと

如く、
われら

我等に
あらわ

現れて、
われら

我等の
ていきゅう

涕泣を
なぐさ

慰め
たま

給へ。
か

斯く
な

泣ける
とき

時
てんし

天使
かれら

彼等に
よ

呼べ

り、
なみだ

涙を
とど

止めて
しと

使徒に
つ

告げよ、
しゅ

主は
ふっかつ

復活して、
せかい

世界に
きよめ

潔淨と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
しゅ

主よ、
せいとく

聖徳は
なんじ

爾の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
ほつ

欲せし
ごと

如く
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられ、
なんじ

爾の
ほうむり

葬 にて
し

死を
とりこ

虜にし、
かみ

神として
みっかめ

三日目に
こうえい

光榮

を
もつ

以て
ふっかつ

復活して、
せかい

世界に
おわり

終なき
いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 

しじょう

至淨なる
もの

者よ、
われ

我の
ぞうせいしゃ

造成者
およ

及び
しょくざいしゃ

贖罪者ハリストス
しゅ

主は、
われ

我を
き

衣て、
なんじ

爾の
たい

胎より
い

出でて、アダムを
はじめ

初の
のろい

詛

より
と

解き
たま

給へり。
ゆえ

故に
むてん

無玷の
もの

者よ、
われら

我等
なんじ

爾、
じつ

實に
かみ

神の
はは

母
およ

及び
どうていじょ

童貞女たる
もの

者に
もだ

黙さずして
てんし

天使の
ごと

如くに
よ

呼

ぶ、
よろこ

慶べ、
じょさい

女宰、
われら

我等の
たましい

靈 の
てんたつ

轉達、
おおい

帲幪、
およ

及び
すくい

拯救よ、
よろこ

慶べ。 ◇「主宰よ、今爾の言に循ひて」。 

 
→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
 

 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 
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司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
 
 

早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

６調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句）  工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、

 

80



 

→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

 

６調【アンティフォン】 

品第詞、第六調。第一倡和詞 （毎句復唱す） 

 
ことば

言よ、
われ

我
め

目を
てん

天に
なんじ

爾に
あ

擧ぐ、
われ

我を
めぐ

惠みて、
なんじ

爾の
ため

爲に
い

生くるを
たま

賜へ。 
ことば

言よ、
われら

我等
いや

賤しき
もの

者を
あわれ

憐みて、
なんじ

爾の
よう

用に
てき

適する
うつわ

器と
な

爲し
たま

給へ。 

   光榮、（今も） 
せいしん

聖神には
すくい

救の
もとい

基
そなわ

備れり、
かれ

彼
た

堪ふる
もの

者に
ふ

嘘けば、
すみやか

速 に
これ

之を
ち

地より
あ

擧げ、
これ

之を
と

飛ばしめ、
これ

之を
ちょう

長ぜしめ

て、
かみ

上に
のぼ

升らせ
たま

給ふ。   今も、同上。 以下省略 

   第二倡和詞 
も

若し
しゅ

主
われら

我等の
うち

中にあらずば、
われら

我等
たれ

誰も
てき

敵の
こうげき

攻撃に
か

勝つこと
あた

能はざらん、
けだし

蓋
か

勝つ
もの

者は
ここ

此處より
あ

擧げ

らる。 
ことば

言よ、
ねが

願はくは
われ

我の
たましい

靈は
ことり

小禽の
ごと

如く
かれら

彼等の
は

齒にて
とら

捕はれざらん、
ああ

嗚呼
かな

哀しい
かな

哉、
われ

我
つみ

罪を
たし

嗜む
もの

者

は
いか

如何にして
てき

敵より
のが

脱るるを
え

得ん。 

    光榮 
せいしん

聖神より
しゅうじん

衆人に
せいせい

成聖、
じけい

慈惠、
ちしき

知識、
へいあん

平安、
ならび

并に
こうふく

降福は
たま

賜はる、
けだし

蓋
かれ

彼は
ちち

父
およ

及び
ことば

言と
ひと

等しく
こうどう

行動する
もの

者

なり。    今も、同上。 

    第三倡和詞 
しゅ

主を
たの

賴む
もの

者は
てき

敵
かれら

彼等を
おそ

懼れ、
しゅうじん

衆人は
き

奇とす、
けだし

蓋
かれら

彼等は
うえ

上を
あお

仰ぎ
み

見る。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
ぎ

義なる
しぎょう

嗣業は
なんじ

爾を
ふじょしゃ

扶助者と
たも

有ちて、
おのれ

己の
て

手を
ふほう

不法に
の

伸べず。 

    光榮 
せいしん

聖神の
けんぺい

權柄は
ばんゆう

萬有にあり、
かみ

上なる
ぐん

軍は
しも

下なる
およそ

凡の
いき

呼吸ある
もの

者と
とも

偕に
かれ

彼に
ふくはい

伏拜す。 

   今も、同上。 
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提綱、第６調 

 
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ちから

力を
おこ

興し、
きた

來りて
われら

我等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、イズライリの
ぼくしゃ

牧者よ、
みみ

耳を
かたぶ

傾けよ、イオシフを
ひつじ

羊の
ごと

如く
みちび

導く
もの

者よ、
おのれ

己を
あらわ

顯せ。 

 
→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

６調 カノン  

主日のカノン、第６調<第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略>  

    第一歌頌 

イルモス、イズライリは
くが

陸の
ごと

如く
ふち

淵を
ふ

蹈み
わた

渡り、
お

追ひ
つ

詰めしファラオンの
おぼ

溺るるを
み

見て
よ

呼べり、
かちうた

凱歌を
かみ

神

に
たてまつ

奉らん。 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
じんじ

仁慈なるイイススよ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
の

伸べたる
て

手を
もつ

以て、
ちち

父の
めぐ

惠みを
ばんゆう

萬有に
み

滿たし
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
みな

皆
かちうた

凱歌

を
なんじ

爾に
たてまつ

奉 る。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
し

死は
めい

命を
う

受けし
しもめ

婢の
ごと

如く
おそ

恐れて、
なんじ

爾
いのち

生命の
しゅさい

主宰に
つ

就きたり、
なんじ

爾は
これ

是を
もつ

以て
われら

我等に
し

死せざる
いのち

生命と
ふっかつ

復活と

を
あた

與へ
たま

給ふ。 


Zm ６調

  
主よ、爾の力を

  
興


こ


し、

    
来たりて我等を救い

  
た


ま


－


え。



 
第１歌頌





イズライリは陸の
くが



ご





と





く


ふち





淵を踏み



わ





た





り



  



追いつめし

 



ファ



ラ





オン

 



の
おぼ





溺るるを見て



呼





べ

 



-



り



 



か





ち





う





た





を





か





み





に

 



た





-



て





ま





つ





らん
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光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 
    生神女讃詞 
いさぎよ

潔 き
もの

者よ、
なんじ

爾は
おのれ

己の
ぞうぶつ

造物
しゅ

主を
う

受けて、
かれ

彼が
その

其
みずか

自ら
ほつ

欲せし
ごと

如く、
なんじ

爾の
たね

種なき
はら

腹より
はか

量り
がた

難く
じんせい

人性を
と

取

り
たま

給ふによりて、
じつ

實に
ぞうぶつ

造物の
じょさい

女宰と
あらわ

顯れたり。 

   ＜十字架復活のカノン、生神女のカノンは省略＞ 

       第三歌頌 

イルモス、
なんじ

爾が
しんじゃ

信者の
つの

角を
たか

高うし、
われら

我等を
なんじ

爾が
うけとめ

承認の
いし

石に
かた

堅めし
じんじ

仁慈の
しゅ

主、
わ

吾が
かみ

神よ、
なんじ

爾と
ひと

均しく
せい

聖なるはなし。 

 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
ぞうぶつ

造物は
かみ

神が
み

身にて
てい

釘せらるるを
み

見、
おそ

畏れて
くず

崩れんとせり、
しか

然れども
われら

我等の
ため

爲に
てい

釘せられし
もの

者の
ぜんのう

全能の
て

手に

て
かた

堅く
たも

保たれたり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
のろ

詛はれたる
し

死は
し

死を
もつ

以て
やぶ

壞られ、
いき

息なくして
ふ

偃す、
けだし

蓋
しんせい

神聖なる
いのち

生命の
これ

之に
つ

著くに
た

堪へずして、
つよ

強き
もの

者は
ころ

殺

され、
ふっかつ

復活は
しゅうじん

衆人に
たま

賜はる。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 
    生神女讃詞 
いさぎよ

潔 き
もの

者よ、
なんじ

爾が
しんみょう

神妙なる
さん

産の
きせき

奇跡は
ことごと

悉 くの
てんねん

天然の
のり

法に
こ

超ゆ、
けだし

蓋
なんじ

爾は
せい

性に
こ

超えて
かみ

神を
たいない

胎内に
はら

孕み、
う

生

みて
のち

後
つね

恒に
どうていじょ

童貞女に
とど

止まり
たま

給ふ。 

    
◇小連祷 セダレン省略 

    第四歌頌 

イルモス、
とうと

尊き
きょうかい

教會は
きよ

淨き
こころ

心より
しゅ

主の
ため

爲に
いわ

祝ひ、
かみ

神に
かな

適ひて
よ

呼び
うた

歌ふ、ハリストスは
わ

吾が
ちから

力と
かみ

神と
しゅ

主なり。 


第３歌頌





なん





じ





が





信

 



者の



角を





た





か





く





し

 



我等を爾が



承け認めの



  



石に堅めし





仁





慈





の





主





我





が





か





み

 



-



よ



 



なん





じ





と





ひ





と





し





く

 



聖
せい





-



な





る





は





な

 



-



し
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
まこと

眞の
いのち

生命の
き

木は
はな

華さけり、
けだし

蓋
じゅうじか

十字架は
た

樹てられて、
なんじ

爾の
く

朽ちざる
わきばら

脅腹 

より
なが

流るる
ち

血と
みず

水とに
うるお

潤されて、
われら

我等の
ため

爲に
いのち

生命を
しょう

生じたり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
すで

既に
へび

蛇は
いつわ

譌りて
われ

我に
かみ

神と
な

爲らんことを
すす

勸めず、
ひと

人の
せい

性を
かみ

神の
せい

性に
あわ

合せしハリストスは
いま

今
わ  

我が
ため

爲に
さまたげ

障礙な

き
いのち

生命の
みち

道を
ひら

開きたればなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 
しょうしんじょ

生神女・
えいていどうじょ

永貞童女よ、
なんじ

爾が
しんみょう

神妙なる
さん

産の
おうぎ

奥義は
ち

地に
あ

在る
もの

者にも
てん

天に
あ

在る
もの

者にも
じつ

實に
い

言ひ
がた

難く
さと

悟り
がた

難し。 

    

    第五歌頌 

イルモス、
しじん

至仁なる
かみ

神の
ことば

言よ、
せつ

切に
いの

祈る、
なんじ

爾に
あさ

朝の
きとう

祈祷を
たてまつ

奉る
もの

者の
たましい

靈を
なんじ

爾が
かみ

神の
ひかり

光にて
てら

照して、
なんじ

爾
つみ

罪の
やみ

暗

より
よ

呼び
いだ

出す
まこと

眞の
かみ

神を
し

知らしめ
たま

給へ。 

 
第４歌頌



尊


とお



と





き

 



教





-



か





い





は

  
きよ



浄





き





心





より

 



主の為に
ため



い

 



わ





-



い



  



神に適いて



呼び





う





た

 



-





う

  



ハリストスは



我が力





と



 



か





み





と

 



主

 



-



な

 



-



り
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅさい

主宰
かみ

神の
ことば

言よ、ヘルワィムは
いま

今
われ

我に
みち

道を
ゆる

許し、
ほのお

焔の
つるぎ

劍は
わ  

我が
まえ

前より
しりぞ

退く、
なんじ

爾
まこと

眞の
かみ

神が
とうぞく

盗賊の
ため

爲に
らくえん

樂園

の
みち

道を
ひら

開き
たま

給ひしを
み

見たればなり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅさい

主宰ハリストスよ、
われ

我は
すで

既に
ち

地に
かえ

歸るを
おそ

畏れず、
けだし

蓋
なんじ

爾は
だいじんじ

大仁慈に
よ

因りて、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もつ

以て、
われ

我
わす

忘れら

れし
もの

者を
ち

地より
ふきゅう

不朽の
たかき

高處に
のぼ

升せ
たま

給へり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 
じんじ

仁慈なる
せかい

世界の
じょさい

女宰よ、
ちゅうしん

中心より
なんじ

爾を
しょうしんじょ

生神女と
う

承け
と

認むる
もの

者を
すく

救ひ
たま

給へ、
われら

我等
なんじ

爾
かみ

神 

の
まこと

眞の
はは

母を
か

勝たれぬ
てんたつ

轉達として
たも

有てばなり。 

 

    第六歌頌 

イルモス、
いざない

誘惑の
あらし

猛風にて
なみ

浪の
た

立ち
あ

揚がる
よ

世の
うみ

海を
み

觀て、
なんじ

爾の
おだやか

穩なる
みなと

港に
つ

着きて
よ

呼ぶ、
あわれみ

憐
ふか

深き
しゅ

主よ、
わ  

我が
いのち

生命

を
ほろび

淪滅より
すく

救ひ
たま

給へ。 


第５歌頌

 



至仁なる



神の



こ





と





ば

 



よ、





切に



い





の





る



  



爾に朝の祈祷を奉る



者の





た





ま





し





い

 



を

  



爾が神の



光にて





照

 



ら





し





-





て

 



爾、罪の闇より呼び出す



 



ま





こ





と





の





か





み





を

 



知





ら





し





め

 



-



た





ま

 



-



え
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾
くぎ

釘うたるる
とき

時、
くぎ

釘にて
われら

我等が
こうむ

蒙れる
のろい

詛を
ほろぼ

滅し、
ほこ

戈にて
わき

脅を
さ

刺さるる
とき

時、アダムの
かきつけ

書券を
やぶ

破

りて、
せかい

世界を
と

釋き
たま

給へり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

アダムは
あざむ

欺き
たお

倒されて、
じごく

地獄の
ふち

淵に
おと

落されしに、
なんじ

爾
ほんせい

本性の
かみ

神は、
あわれみ

憐 に
よ

因りて、
これ

之を
たず

尋ねんが
ため

爲に
くだ

降り、
かた

肩

に
にな

荷ひて、
とも

共に
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 
    生神女讃詞 
ひとびと

人人の
ため

爲に
かじとり

舵師
およ

及び
しゅ

主を
う

生みし
しじょう

至淨なる
じょさい

女宰よ、
わ  

我が
よく

慾の
なみ

波たつ
はげ

烈しき
みだれ

煩亂を
しず

鎭めて、
わ  

我が
こころ

心に
おだやか

穩 な

るを
え

得しめ
たま

給へ。 

    
◇小連祷 

   小讃詞、第六調。 
いのち

生命の
げんいん

原因たるハリストス
かみ

神は
いのち

生命を
ほどこ

施す
て

手を
もつ

以て
し

死せし
もの

者を
くら

暗き
たに

谷より
いだ

出して、
ふっかつ

復活を
じんるい

人類に
たま

賜へ

り、
しゅうじん

衆人の
きゅうせいしゅ

救世主、
ふっかつ

復活と
いのち

生命、
およ

及び
しゅうじん

衆人の
かみ

神なればなり。 

＜同讃詞は省略＞ 

 

    第七歌頌 

イルモス、
てんし

天使は
けいけん

敬虔なる
しょうしゃ

少者の
ため

爲に
いろり

爐に
つゆ

露を
いだ

出さしめ、ハルデヤ
じん

人を
や

焼く
かみ

神の
めい

命は
くる

苦しむる
もの

者に
よ

呼ば

しめたり、
わ

吾が
せんぞ

先祖の
かみ

神よ、
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讃めらる。 

 
第６歌頌


いざな



誘い



の





あ





ら





し





に





て

 



な





み





の





立





ち





あ

 



が





る



世





の

 



海



を





見





て



  
おだ



爾の穏やかなる港に



着き





て

 



呼





-





ぶ

  
あわ



憐れみ



深





き





主





よ



  



我が生命を
いのち



滅


ほろ



び





よ





り





す

 



く



い





た





ま

 



-



え
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅさい

主宰よ、
ひ

日は
なんじ

爾の
くるしみ

苦 を
なげ

嘆きて
くらやみ

晦冥を
き

衣、
ぜんち

全地は
ひる

晝に
ひかり

光を
うしな

失ひて
よ

呼べり、
わ

吾が
せんぞ

先祖の
かみ

神よ、
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讃

めらる。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
じごく

地獄は
なんじ

爾の
こうりん

降臨に
よ

因りて
ひかり

光を
き

衣、
げんそ

原祖は
たのしみ

樂 に
み

滿たされて
いわ

祝ひ、
よろこ

喜  

びて
よ

呼べり、
わ

吾が
せんぞ

先祖の
かみ

神よ、
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讃めらる。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 
はは

母
どうていじょ

童貞女よ、
なんじ

爾に
よ

依りて
あきらか

明 なる
ひかり

光は
ぜんせかい

全世界に
かがや

輝けり、
けだし

蓋
なんじ

爾は
ばんゆう

萬有の
ぞうせいしゅ

造成主
かみ

神を
う

生み
たま

給へり。
じゅんけつ

純潔

なる
もの

者よ、
かれ

彼に
おおい

大なる
あわれみ

憐 を
われら

我等
しんじゃ

信者に
くだ

降さんことを
もと

求め
たま

給へ。 

    

    第八歌頌 

イルモス、ハリストスよ、
なんじ

爾は
けいけん

敬虔なる
もの

者の
ため

爲に
ほのお

焔より
つゆ

露を
そそ

注ぎ、
ぎじん

義人の
まつり

祭の
ため

爲に
みず

水より
ひ

火を
いだ

出せり、
なんじ

爾

は
ひとつ

一の
のぞみ

望にて
ばんじ

萬事を
おｊこな

行ひ
たま

給へばなり、
われら

我等
なんじ

爾を
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚ぐ。 

 
第７歌頌


けいけん



天使は敬虔の少者の
しょうしゃ



た





め





に

  
いろり



炉に
つゆ



露を出ださ

 



し



め

 

  



ハルデヤ人を



焼く





か





み





の

 



命
め





-
い





は



  



苦しむる者に



呼ばし





め





た

 



-





-



り

  



我が



先祖





の

 



神
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や
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あが



崇め
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-



め

 



ら

 



る
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
かみ

神の
ことば

言よ、
むかし

昔
しょ

諸
よげんしゃ

預言者を
ころ

殺ししイウデヤ
みん

民は、
いま

今
そねみ

猜によりて、
なんじ

爾を
じゅうじか

十字架に
あ

擧げて、
かみ

神を
ころ

殺す
もの

者とな

れり。
われら

我等
なんじ

爾を
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚ぐ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
てん

天を
す

棄てずして
じごく

地獄に
くだ

降りて、
のうじゅう

膿汁に
おぼ

溺れ
ふ

臥す
ひと

人を
おのれ

己と
とも

偕に
おこ

興し
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾を
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚ぐ。 

父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 
どうじょ

童女よ、
なんじ

爾は
ひかり

光に
よ

因りて
ひかり

光を
ほどこ

施す
ことば

言を
はら

孕み、
はか

量り
がた

難く
これ

之を
う

生みて、
さんえい

讃榮を
え

得たり、
せいしん

聖神
なんじ

爾の
うち

内に
い

入

りたればなり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾を
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
うた

歌ふ。 

◇生神女の歌を歌ふ、 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実

の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 権能
ちから

を持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼

を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 
第８歌頌



ハリス





トス





よ

 
けいけん



爾は敬虔なる者の



た

 



めに


ほのお





炎より露を
つゆ



そ
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ぎ



  
ぎじん



義人の祭の



ため





に

 



水より火を



出だ





せ





-





り



  



爾は一つの望みにて万事を行い



給え

 



ば



な

 



-





-



り



  



我等



爾





を





万
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世
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揚
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第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

     

 第九歌頌 

イルモス、
てんし

天使の
ひんい

品位すら
み

見るを
え

得ざる
かみ

神は、
ひと

人
み

見る
あた

能はず、
ただ

唯
なんじ

爾
しじょう

至淨の
もの

者に
よ

藉りて
じんたい

人體を
と

取りし
ことば

言

は
ひとびと

人人に
あらわ

現れ
たま

給へり。
われら

我等
かれ

彼を
あが

崇めて、
てん

天
ぐん

軍と
とも

偕に
なんじ

爾を
ほ

讃め
あ

揚ぐ。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
かみ

神の
ことば

言、
わ

吾が
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
くるしみ

苦 に
あずか

與らざる
もの

者にして、
み

身にて
くるしみ

苦 に
あずか

與りて、
ひと

人を
くるしみ

苦 より
と

釋き
たま

給へ

り、
なんじ

爾は
ひとり

獨り
むよく

無慾にして
ぜんのう

全能なればなり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾は
し

死の
いたみ

傷を
う

受けて、
なんじ

爾の
からだ

體を
きゅうかい

朽壞に
あずか

與らざる
もの

者として
まも

護れり、
なんじ

爾が
いのち

生命 

を
ほどこ

施す
しんせい

神聖なる
たましい

靈 は
じごく

地獄に
のこ

遺されずして、
なんじ

爾は
ねむり

寢より
お

興くるが
ごと

如く
ふっかつ

復活し、
われら

我等を
とも

共に
おこ

興し
たま

給へり。     

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

聖三者讃詞 
われら

我等
しゅうじん

衆人
きよ

淨き
くち

口を
もつ

以て
かみ

神
ちち

父、
どう

同
むげん

無原の
こ

子を
ほ

讃め
あ

揚げ、
しせいしん

至聖神の
い

言ひ
がた

難き
しえい

至榮なる
のうりょく

能力を
とうと

尊み
あが

崇む、
なんじ

爾
ぜんのう

全能の
さんしゃ

三者は
ゆいいち

惟一にして
わか

分れざる
もの

者なればなり。 

    
→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 
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ぐ
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「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
 

６調【讃揚歌とスティヒラ】 

 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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スボタ晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

７調  

「主や爾に呼ぶ」主日 第７調  

 

聖詠（「主や我が口」～「彼我より強ければなり」まで略） 

句、
わ  

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 
きた

來りて、
し

死の
けん

權を
ほろぼ

滅し、
じんるい

人類を
てら

照しし
しゅ

主の
ため

爲に
よろこ

喜びて、
むけい

無形の
もの

者と
とも

共に
よ

呼ばん、
わ

吾が
ぞうせいしゅ

造成主
およ

及び
きゅうせいしゅ

救世主

よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
われ

我
ら

等の
ため

爲に
じゅうじか

十字架と
ほうむり

葬 とを
しの

忍び、
かみ

神なるに
よ

因りて
し

死を
もつ

以て
し

死を
ほろぼ

滅し
たま

給へり。
ゆえ

故に
われ

我
ら

等
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活に
ふくはい

伏拜す。
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 
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句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ  

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
しと

使徒
ら

等は
ぞうせいしゅ

造成主の
ふっかつ

復活を
み

見て、
き

奇として、
しょてんし

諸天使の
さんび

讃美を
うた

歌へり、
これ

是は
きょうかい

教會の
こうえい

光榮なり、
これ

是は
くに

國の
とみ

富な

り。
われ

我
ら

等の
ため

爲に
くるしみ

苦 を
う

受けし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

   又
スティヒラ

讃頌、アナトリイの作。同調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ  

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 

ハリストスよ、
ふほう

不法の
ひとびと

人人に
とら

執はれたれども、
なんじ

爾は
われ

我の
かみ

神なり、
われ

我
は

耻ぢず、
かた

肩を
う

打たれたれども、
われ

我
い

諱

まず、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられたれども、
われ

我
かく

隱さず、
われ

我
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
ほこ

誇る、
けだし

蓋
なんじ

爾の
し

死は
われ

我の
いのち

生命なり。
ぜんのう

全能に

して
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 

ハリストスはダワィドの
よげん

預言を
おこな

行ひて、シオンに
おい

於て
おのれ

己の
そんだい

尊大なるを
もんと

門徒に
あらわ

顯して、
おのれ

己が
つね

常に
ちち

父
およ

及

び
せいしん

聖神と
とも

偕に
さんび

讃美
さんえい

讃榮せらるる
もの

者なるを
しめ

示せり。
けだし

蓋
かれ

彼は
さき

先に
むけい

無形なる
ことば

言にして、
のち

後に
われ

我
ら

等の
ため

爲に
み

身を
と

取

り、
ひと

人と
な

爲りて
ころ

殺され、
けん

權を
もつ

以て
ふっかつ

復活せし
じんあい

仁愛の
しゅ

主として
さんえい

讃榮せらる。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
ほつ

欲せし
ごと

如く
じごく

地獄に
くだ

降り、
かみ

神
およ

及び
しゅさい

主宰として
し

死を
ほろぼ

滅し、
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活して、アダム

を
じごく

地獄の
かせ

桎梏
およ

及び
きゅうかい

朽壞より
おのれ

己と
とも

偕に
ふっかつ

復活せしめて、
よ

呼ばしめたり、
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ふっかつ

復活

に
き

歸す。 

句、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
い

寢ぬる
もの

者の
ごと

如く
はか

墓に
お

置かれ、
のうりょく

能力の
つよ

強き
もの

者として
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活し、
ぜんのうしゃ

全能者としてアダムを
おのれ

己

と
とも

偕に
し

死の
きゅうかい

朽壞より
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。 

 又生神女の
スティヒラ

讃頌、アモレイのパワェルの作。第二調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 
さんび

讃美たる
じょさい

女宰、
われ

我
ら

等の
てんたつしゃ

轉達者よ、
なんじ

爾は
てん

天
し

使
ら

等の
よろこび

歡喜、
なんじ

爾は
ひとびと

人人の
こうえい

光榮、
なんじ

爾は
しんじゃ

信者の
たのみ

倚賴なり。
かみ

神の
よめ

聘女

よ、
われ

我
ら

等
なんじ

爾を
ほ

讃め
うた

歌ふ
しゅうじん

衆人は
およそ

凡の
きなん

危難の
うち

中に
なんじ

爾に
はし

趨り
つ

附く、
なんじ

爾の
きとう

祈祷を
もつ

以て
てき

敵の
や

矢と、
たましい

靈 の
なやみ

惱

と、
しゅじゅ

種種の
うれい

憂より
のが

脱れん
ため

爲なり。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 
さんび

讃美たる
しょうしんじょ

生神女、
おっと

夫を
し

識らずして
み

身にて
せかい

世界の
ため

爲に
かみ

神
およ

及び
きゅうせいしゅ

救世主を
う

生みし
じょさい

女宰、
ひとり

獨ハリスティアニ

ン
ら

等の
かくれが

避所なる
もの

者よ、
なんじ

爾は
われ

我の
たのみ

倚賴、
なんじ

爾は
われ

我の
てんたつしゃ

轉達者と、
かき

垣牆と、
かくれが

避所なり。
なんじ

爾の
きとう

祈祷を
もつ

以て
われ

我
ら

等を
かこ

圍

む
ゆうわく

誘惑と、
きなん

危難と、
かんなん

患難より
のが

脱れしめ
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われ

我
ら

等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 
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しょうしんどうていじょ

生神童貞女よ、
わ  

我が
にくたい

肉體の
うごき

動揺を
とど

止め、
わ  

我が
よく

慾の
ほのお

焔を
け

滅し、
わ  

我が
のぞみ

望の
あく

悪
あつ

熱を
われ

我より
しりぞ

退け、
わ  

我が
がんこ

頑固な

る
ならわし

風習を
あらた

改めて、
われ

我を
あくき

悪鬼の
こうげき

攻撃より
まも

護り
たま

給へ、
わ  

我が
こころ

心の
あんせい

安静、
わ  

我が
たましい

靈 の
むよく

無慾の
うち

中に
なんじ

爾
さんび

讃美たる
もの

者

を
ほ

讃め
うた

歌はん
ため

爲なり。 

   

 
 

→通常部分（P6「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
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７調 挿句のスティヒラ 

 
せかい

世界の
きゅうしゅ

救主よ、
なんじ

爾は
はか

墓より
ふっかつ

復活して、
ひとびと

人人を
なんじ

爾の
み

身と
とも

偕に
おこ

興し
たま

給へり。
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

   他の
スティヒラ

讃頌。 

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

きた

來りて、
し

死より
ふっかつ

復活して、
ばんゆう

萬有を
てら

照しし
しゅ

主に
ふくはい

伏拜せん、
けだし

蓋
かれ

彼は
われ

我
ら

等を
じごく

地獄の
くるしめ

苛虐より
と

釋きて、
その

其
みっかめ

三日目

の
ふっかつ

復活を
もつ

以て
われ

我
ら

等に
いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

じんあい

仁愛の
しゅ

主ハリストスよ、
なんじ

爾は
じごく

地獄に
くだ

降りて、
し

死を
とりこ

虜にし、
さんじつ

三日
ひ

日に
ふっかつ

復活して、
われ

我
ら

等
なんじ

爾の
ぜんのう

全能の
ふっかつ

復活を
さんえい

讃榮

する
もの

者を
とも

共に
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。 

句、
しゅ

主よ、
せい

聖
とく

徳は
なんじ

爾の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

しゅ

主よ、
なんじ

爾は
い

寢ぬる
もの

者の
ごと

如く
はか

墓に
ふ

臥して、
いげん

威嚴なる
もの

者と
あらわ

現れ、
ぜんのうしゃ

全能者として
みっかめ

三日目に 

ふっかつ

復活し、アダムを
おのれ

己と
とも

偕に
ふっかつ

復活せしめて、
よ

呼ばしめたり、
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 

じょさい

女宰よ、
われ

我
ら

等
ち

地に
うま

生るる
もの

者は
みな

皆
なんじ

爾の
おおい

帲幪の
した

下に
はし

趨り
つ

附きて、
なんじ

爾に
よ

呼ぶ、
しょうしんじょ

生神女、
わ  

我が
たのみ

憑恃よ、
われ

我
ら

等を
むすう

無數

の
あやまち

愆尤より
たす

援けて、
われ

我
ら

等の
たましい

靈 を
すく

救ひ
たま

給へ。 

→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
 

早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 
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７調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 

 

 

 

→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 
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＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

７調【アンティフォン】 

品第詞、第七調。第一倡和詞   

 
シオンの

とりこ

虜を
まよい

迷より
かえ

返しし
きゅうせいしゅ

救世主よ、
われ

我をも
い

生かして、
よく

慾の
どえき

奴役より
のが

脱れしめ
たま

給へ。
みなみ

南
かぜ

風の
とき

時に
ものいみ

齋

と
なみだ

涙とを
もつ

以て
かなしみ

悲 を
ま

播く
もの

者は、
よろこび

喜 を
もつ

以て
えいせい

永生の
かて

糧の
たば

束を
か

刈らん。 

   光榮、（今も） 
せいしん

聖神には
しんせい

神聖なる
たから

寶の
いずみ

泉あり、
かれ

彼より
えいち

睿智、
ちしき

知識、
けいい

敬畏は
たま

賜はる。
かれ

彼に
さんび

讃美と
こうえい

光榮、
そんけい

尊敬と
けんぺい

權柄は
き

歸す。   

（省略 今も、同上。） 

    第二
アンティフォン

倡和詞  
も

若し
しゅ

主
たましい

靈 の
いえ

家を
つく

造らずば、
われ

我
ら

等
いたずら

徒 に
ろう

勞す、
けだし

蓋
かれ

彼を
ほか

外にしては、
おこない

行 も
ことば

言も
な

成らず。 
しょ

諸
せいじん

聖人は
せいしん

聖神に
よ

藉りて
はら

腹の
み

果として、
かみ

神の
こ

子と
な

爲す
しょふ

諸父の
おしえ

教を
しょう

生ず。 

    光榮 
せいしん

聖神には
ばんぶつ

萬物の
そんざい

存在は
かか

繋る、
けだし

蓋
かれ

彼は
ばんゆう

萬有の
さき

先より
いま

在す
かみ

神、
いっさい

一切の
もの

者の
しゅ

主、
ちか

近づき
がた

難き
ひかり

光、
ばんゆう

萬有

の
いのち

生命なり。  今も、同上。 

   第三
アンティフォン

倡和詞 
しゅ

主を
おそ

畏れて
いのち

生命の
みち

道を
え

得たる
もの

者は、
いま

今も
いつ

何時も
ふきゅう

不朽の
こうえい

光榮の
うち

中に
ふくらく

福樂を
う

享く。 
ぼくし

牧師長よ、
なんじ

爾の
しょし

諸子が
えだ

枝の
ごと

如く
なんじ

爾の
せき

席を
めぐ

環れるを
み

見て、
よろこ

喜び
たの

樂しみて、
これ

之をハリストスに
たずさ

攜へ

よ。   光榮 
せいしん

聖神より
おん

恩
たま

賜の
じゅうまん

充滿、
こうえい

光榮の
とみ

富、
ぎじ

議事の
おおい

大なる
ふか

深みは
たま

賜はる、
かれ

彼は
ちち

父
およ

及び
こ

子と
どうえい

同榮にして
ほうじ

奉事せ

らるればなり。   今も、同上。 
 

☆提綱、第７調 

 
しゅ

主
わ  

我が
かみ

神よ、
お

起きて、
なんじ

爾の
て

手を
あ

擧げよ、
くる

苦しめらるる
もの

者を
なが

永く
わす

忘るる
なか

毋れ。 

句、
しゅ

主よ、
われ

我
こころ

心を
つく

盡して
なんじ

爾を
ほ

讃め
あ

揚げ、
なんじ

爾が
ことごと

悉 くの
きせき

奇跡を
つた

傳へん。 

 

 


Zm ７調

  
主我が神よ、起きて

  
なん


じ


の


手


を

 
挙 げ

 
よ、



  
苦しめらるる 者を


わす


る


る


な

 
か－


れ
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→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

７調 カノン  

主日のカノン、第７調 <第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 

   第一歌頌 

イルモス、
しゅ

主よ、
かつ

曾て
なが

流れ
やす

易き
せい

性の
みず

水は
なんじ

爾の
またたき

瞬にて
ち

地の
すがた

姿に
かわ

變れり、
ゆえ

故にイズライリは
あし

足を
ぬ

濡らさず
わた

渡り

て、
かちうた

凱歌を
なんじ

爾に
うた

歌ふ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾
ひぎ

非義の
さいばん

裁判を
もつ

以て
し

死に
ぎてい

擬定せられしに、
し

死の
けん

權は
き

木に
よ

縁りて
ぎてい

擬定せられたり、
ゆえ

故に
くらやみ

闇冥の
きみ

君は
なんじ

爾

に
か

勝つ
あた

能はずして、
ぎ

義に
かな

合ひて
お

逐はれたり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
じごく

地獄は
なんじ

爾に
ちか

近づきたれども、
は

齒を
もつ

以て
なんじ

爾の
み

身を
くだ

碎く
あた

能はずして、
おとがい

頥 を
やぶ

壞られたり。
ゆえ

故に
なんじ

爾

は
し

死の
くる

苦しみを
ほろぼ

滅して、
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活し
たま

給へり。 

「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
生神女讃詞 

しじょう

至淨なる
もの

者よ、
げんぼ

原母エワの
くるしみ

苦 は
と

釋かれたり、
なんじ

爾
くるしみ

苦 を
まぬか

免れ、
おっと

夫に
あずか

與らずして
う

生みたればなり。
ゆえ

故に
われ

我
ら

等
みな

皆
あきらか

明 に
なんじ

爾を
しょうしんじょ

生神女と
し

知りて
さんえい

讃榮す。 

 第三歌頌 

イルモス、
はじめ

元始に
ぜんのう

全能の
ことば

言にて
てん

天を
かた

堅め、
あた

能はざるなき
せいしん

聖神にて
その

其
ことごと

悉くの
ちから

能力を
そな

備へし
しゅ

主・
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾

が
うけとめ

承認の
うご

動かざる
いし

石に
われ

我を
かた

堅め
たま

給へ。（楽譜は次ページ） 
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附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
じれん

慈憐なる
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
き

木に
のぼ

上りて、
あまん

甘じて
われ

我
ら

等の
ため

爲に
くるしみ

苦 を
う

受け、
しんじゃ

信者に
わぼく

和睦と
きゅうしょく

救贖 とを
え

得しむ

る
きず

傷を
しの

忍び
たま

給へり。
じんじ

仁慈なる
しゅ

主よ、
われ

我
ら

等
みな

皆
こ

此の
きず

傷に
よ

由りて
なんじ

爾の
ちち

父と
わぼく

和睦するを
え

得たり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
われ

我
たましい

靈 を
へび

蛇に
か

囓まれて
きず

傷つけられし
もの

者の
きず

傷を
きよ

淨めて、
われ

我
むかし

昔
ゆうあん

幽暗と
きゅうかい

朽壞とに
ふ

臥した

る
もの

者に
ひかり

光を
あらわ

顯はせり、
けだし

蓋
じゅうじか

十字架に
よ

由りて
じごく

地獄に
くだ

降りて、
われ

我を
おのれ

己と
とも

偕に
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。    
「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
生神女讃詞 

きゅうせいしゅ

救世主よ、
おっと

夫を
し

識らざる
なんじ

爾の
はは

母の
きとう

祈祷に
よ

由りて
せかい

世界に
へいあん

平安を
あた

與へ、
こうてい

皇帝に
てき

敵に
か

勝たしめ、
なんじ

爾を
さんえい

讃榮す

る
もの

者に
い

言ひ
がた

難き
なんじ

爾の
こうえい

光榮を
え

得しめ
たま

給へ。 
 

◇小連祷、（セダレンは省略） 

 

   第四歌頌 

イルモス、
ちち

父の
ふところ

懐を
はな

離れずして、
ち

地に
くだ

降りしハリストス
かみ

神よ、
われ

我
なんじ

爾の
おもんばかり

慮 の
ひみつ

秘密を
き

聞きて、
なんじ

爾
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛す

る
しゅ

主を
さんえい

讃榮せり。（楽譜は次ページ） 
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
どうていじょ

童貞女より
み

身を
と

取りし
むく

無垢なる
しゅさい

主宰は
おのれ

己の
かた

肩を
つみ

罪を
おか

犯しし
ぼく

僕に
きず

傷の
ため

爲に
あた

與へ、
う

打たれて、
わ  

我が
しょざい

諸罪を
と

釋

き
たま

給ふ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
かみ

神として
ひと

人を
つく

造り、
ぎ

義を
もつ

以て
ち

地を
しんぱん

審判する
しゅ

主は
ほう

法に
もと

戻る
しんぱんしゃ

審判者の
まえ

前に
た

立ちて、
ていざい

定罪せらるる
もの

者の
ごと

如く
なじ

詰ら

れ、
ちり

塵に
ぞく

屬する
て

手にて
う

批たる。 

   「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
生神女讃詞 

じゅんけつ

純潔なる
もの

者よ、
じつ

實に
かみ

神の
はは

母として
なんじ

爾の
ぞうせいしゅ

造成主
およ

及び
こ

子に
いの

祈りて、
われ

我を
その

其
こうえい

光榮なる
むね

旨の
すくい

救を
え

得しむる
みなと

港

に
むか

向はしめんことを
もと

求め
たま

給へ。 

 
 第五歌頌 

イルモス、ハリストスよ、
よ

夜は
しん

信ぜざる
もの

者の
ため

爲に
あか

明るからず、
しんじゃ

信者の
ため

爲には
なんじ

爾の
ことば

言を
あまん

甘ずるに
よ

因りて
あか

明る

し。
ゆえ

故に
われ

我
あさ

朝の
いのり

祷を
なんじ

爾に
たてまつ

奉りて、
なんじ

爾の
しんせい

神性を
ほ

讃め
うた

歌ふ。（楽譜は次ページ） 
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
おのれ

己の
しょ

諸
ぼく

僕の
ため

爲に
う

賣られ、
ほお

頬を
う

撲たるるを
しの

忍びて、
かれ

彼
ら

等に
じゆう

自由を
え

得しめ
たま

給ふ。
ゆえ

故に
かれ

彼
ら

等
うた

歌ひて
い

曰ふ、
あさ

朝の
いのり

祷を
なんじ

爾に
たてまつ

奉 りて、
なんじ

爾の
しんせい

神性を
ほ

讃め
うた

歌ふ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストス
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
かみ

神たる
ちから

力に
よ

因りて、
にくたい

肉體の
よわ

弱きを
もつ

以て
つよ

強き
もの

者を
たお

斃し、
ふっかつ

復活を
もつ

以て
われ

我を
し

死に
か

勝

つ
もの

者と
あらわ

顯し
たま

給へり。 

   「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
生神女讃詞 

さんび

讃美たる
いさぎよ

潔 き
はは

母よ、
なんじ

爾より
み

身を
と

取りし
かみ

神を
なんじ

爾は
かみ

神に
かな

合ひて
う

生み
たま

給へり、
おっと

夫を
し

識らずして、
せいしん

聖神に
よ

藉り

て
う

生みたればなり。 
 

   第六歌頌 

イルモス、ハリストスよ、
われ

我
よ

世の
おもんばかり

慮 の
ふち

淵に
ただよ

漾ひ、
われ

我を
おお

覆へる
しょざい

諸罪の
なみ

濤に
おぼ

溺れ、
たましい

靈 を
ほろぼ

滅す
もうじゅう

猛獸に
なげう

擲

たれて、イオナの
ごと

如く
なんじ

爾に
よ

籲ぶ、
し

死を
いた

致す
ふかみ

深處より
われ

我を
ひ

引き
あ

上げ
たま

給へ。 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
じごく

地獄に
つな

繋ぎ
お

置かれたる
ぎじん

義人
ら

等の
たましい

靈 は
なんじ

爾を
きねん

記念して、
なんじ

爾に
よ

因る
すくい

救を
いの

祈れり、
なんじ

爾は
じれん

慈憐

なるに
よ

因りて
きた

來りて、
じゅうじか

十字架を
もつ

以て
これ

之を
いと

最
ひく

卑きに
あ

在る
もの

者に
あた

與へ
たま

給へり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
しと

使徒の
かい

會は
て

手にて
つく

造られざる
い

生ける
なんじ

爾の
どう

堂を、
その

其
くるしみ

苦 の
ため

爲に
こぼ

壞たれしに
よ

因りて、
ふたたび

再
み

見る
のぞみ

望を
うしな

失ひた

れども、
のぞみ

望の
ほか

外に
これ

之を
おが

拜みて、
あまね

遍く
ふっかつ

復活せしを
つた

傳へたり。 

「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
    生神女讃詞 
かみ

神の
よめ

聘女たる
どうていじょ

童貞女よ、
われ

我
ら

等の
ため

爲に
な

成りし
なんじ

爾の
い

言ひ
がた

難く
きず

玷なき
さん

産の
ありさま

景状は
ひと

人
たれ

誰か
と

解くを
え

得ん、
けだし

蓋
かみ

神
ことば

言

は
かたど

象り
がた

難く
なんじ

爾に
あわ

合せられて、
なんじ

爾に
よ

藉りて
にくたい

肉體と
な

爲り
たま

給へり。 
 
◇小連祷 

 

100



   小讃詞、第七調。 
し

死の
けん

權は
すで

已に
ひとびと

人人を
とら

捕ふる
あた

能はず、
けだし

蓋 ハリストスは
くだ

降りて
その

其
ちから

力 を
やぶ

敗りて
ほろぼ

滅 し
たま

給へり。
じごく

地獄は
しば

縛ら

れ、
よげんしゃ

預言者は
どうしん

同心に
よろこ

喜びて
よ

呼ぶ、
きゅうせいしゅ

救世主は
しん

信に
お

居る
もの

者に
あらわ

現れたり、
しんじゃ

信者よ、
ふっかつ

復活して
い

出でよ。 

   ＜同讃詞は省略＞ 

 
   第七歌頌 

イルモス、
むかし

昔
しょうしゃ

少者は
も

燃ゆる
いろり

爐を
つゆ

露を
いだ

出す
もの

者と
あらわ

顯して、
ひとつ

一の
かみ

神を
うた

歌ひて
い

曰へり、
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讃めらる

る
せんぞ

先祖の
かみ

神なり。 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

アダムは
じゆう

自由に
ふじゅん

不順を
おこな

行ひて、
き

木に
よ

縁りて
ころ

殺され、ハリストスの
じゅん

順に
よ

縁りて
また

復
あらた

新にせらる、
あが

崇め
ほ

讃め

らるる
かみ

神の
こ

子が
われ

我
ら

等の
ため

爲に
てい

釘せらるればなり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
あが

崇め
ほ

讃めらるるハリストスよ、
ばんぶつ

萬物は
なんじ

爾
はか

墓より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主を
ほ

讃め
うた

歌へり。
けだし

蓋
なんじ

爾は
じごく

地獄に
あ

在る
もの

者に
いのち

生命

、
し

死せし
もの

者に
ふっかつ

復活、
くらやみ

幽暗に
あ

在る
もの

者に
ひかり

光を
ほどこ

施し
たま

給へり。 

「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
    生神女讃詞 
ちり

塵に
ぞく

屬するアダムの
むすめ

女よ、
よろこ

慶べ、
ひとり

獨
かみ

神の
よめ

聘女なる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
きゅうかい

朽壞を
さ

去りて、
かみ

神を
う

生みし
もの

者よ、
よろこ

慶

べ。
いさぎよ

潔 き
もの

者よ、
かれ

彼に
われ

我
ら

等
しゅう

衆の
すく

救はれんことを
いの

祈り
たま

給へ。 

 
   第八歌頌 

イルモス、
も

燃ゆれども
や

焚けざるシナイの
いばら

棘は
くち

口
にぶ

鈍く
ことば

言
しぶ

澁るモイセイに
かみ

神を
あらわ

顯せり。
かみ

神を
した

慕ふ
ねっしん

熱心は
みたり

三人

の
しょうしゃ

少者を
ひ

火に
や

焚かれざる
もの

者と
な

爲して、
うた

歌はしめたり、
しゅ

主の
ことごと

悉くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
うた

歌ひて、
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚げよ。 

（楽譜は次ページ） 
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
むてん

無玷なる
れいち

靈智の
こひつじ

羔 は
せかい

世界の
ため

爲に
ほふ

屠ふられて、
りっぽう

律法に
したが

循ふ
ささげもの

獻物を
や

息め、
かみ

神として
せかい

世界を
つみ

罪より
きよ

潔めて、
つね

常

に
よ

呼ばしむ、
しゅ

主の
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
うた

歌ひて、
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚げよ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
ぞうぶつ

造物
しゅ

主が
と

取り
たま

給ひし
わ  

我が
にくたい

肉體は
くるしみ

苦 の
さき

前には
ふきゅう

不朽たらざりしに、
くるしみ

苦 と
ふっかつ

復活との
のち

後には
きゅうかい

朽壞に
あず

與からざ

る
もの

者と
な

爲りて、
し

死に
ぞく

屬する
もの

者を
あらた

新にして
よ

呼ばしむ、
しゅ

主の
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
うた

歌ひて、
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚げよ。    
「父と子と聖神一なる神を讃め揚げん、今も何時も世世にアミン」 
生神女讃詞 

しじょう

至淨なる
どうていじょ

童貞女よ、
なんじ

爾の
けつじょう

潔淨と
むてん

無玷とは
せかい

世界の
けがれ

汚穢と
にく

憎むべき
こと

事とを
きよ

潔めて、
なんじ

爾
われ

我
ら

等と
かみ

神との
わぼく

和睦

の
ゆえん

縁由と
な

爲り
たま

給へり。
ゆえ

故に
われ

我
ら

等
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
なんじ

爾
どうていじょ

童貞女を
あが

崇め
うた

歌ひて、
ばんせい

萬世に
ほ

讃め
あ

揚ぐ。 

◇生神女の歌を歌ふ、 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実

の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 権能
ちから

を持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、 

其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ
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給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

   第九歌頌 

イルモス、
けがれ

汚に
そ

染まずして
う

生み、
よろず

萬の
もの

物を
つく

造りし
ことば

言に
にくたい

肉體を
あた

予へし
おっと

夫を
し

識らざる
はは

母、
しょうしんどうていじょ

生神童貞女、
い

容れ
がた

難

き
もの

者の
うつわ

器、
かぎり

限なき
なんじ

爾の
ぞうせいしゅ

造成主の
すまい

住所よ、
われ

我
ら

等
なんじ

爾を
あが

崇め
ほ

讃む。（楽譜は次ページ） 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
およ

凡そ
いたん

異端を
とな

唱へて、
かみ

神の
せい

性は
くるしみ

苦 を
う

受けたりと
い

云ふ
もの

者は
くち

口を
と

緘ぢよ。
われ

我
ら

等が
あが

崇め
ほ

讃むる
いちい

一位にして
りょうせい

兩性

を
か

兼ぬる
こうえい

光榮の
しゅ

主は
かみ

神の
せい

性を
もつ

以てするにあらずして、
にくしん

肉身を
もつ

以て
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられたり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
にくたい

肉體の
ふっかつ

復活を
しん

信ぜざる
もの

者はハリストスの
はか

墓に
ゆ

往きて
まな

學べ、
けだし

蓋
かれ

彼は
ころ

殺されたれども、
いのち

生を
ほどこ

施す
しゅ

主の
にくしん

肉身

は
ふっかつ

復活して、
われ

我
ら

等の
のぞ

望める
さいご

最後の
ふっかつ

復活を
しん

信ぜしむ。 
「光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン」 
三者讃詞 

われ

我
ら

等の
とうと

尊める
もの

者は
しんせい

神性の
みつ

三にあらずして、
くらい

位の
みつ

三なり、
また

又
くらい

位の
ひとつ

一にあらずして、
しんせい

神性の
ひとつ

一なり。
われ

我
ら

等

は
しんせい

神性を
わか

分つ
もの

者を
た

斷ち、
また

又
くらい

位を
こんこう

混淆する
もの

者を
しりぞ

斥く。 
 

 

→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
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７調【讃揚歌とスティヒラ】 

 
【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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スボタ晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 
 

８調  

「主よ、爾に籲ぶ」主日、第八調。 

 

 
 

句、
わ  

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 

ハリストスよ、
われ

我
ら

等
くれ

晩の
うた

歌と
れいち

靈智の
つとめ

務とを
なんじ

爾に
たてまつ

獻 る、
なんじ

爾
ふっかつ

復活を
もつ

以て
われ

我
ら

等を
すく

救ひ
たま

給ひしに
よ

因る。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
しゅ

主よ、
しゅ

主よ、
われ

我
ら

等を
なんじ

爾の
かんばせ

顔 より
しりぞ

退くる
なか

毋れ、
ふっかつ

復活を
もつ

以て
われ

我
ら

等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ  

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
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せい

聖なるシオン、
しょ

諸
きょうかい

教會の
はは

母、
かみ

神の
すまい

住所よ、
よろこ

慶べ、
なんじ

爾は
はじ

始めて
ふっかつ

復活に
よ

由りて
つみ

罪の
ゆるし

赦を
う

受けたればなり。 

   又
スティヒラ

讃頌、アナトリイの作。同調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ  

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 
よよ

世世の
さき

前に
かみ

神
ちち

父より
うま

生れ、
すえ

末の
とき

時に
こんいん

婚姻に
あずか

與らざる
どうていじょ

童貞女より
あまん

甘じて
み

身を
と

取りし
ことば

言は
じゅうじか

十字架に
てい

釘せら

れ、
し

死を
しの

忍びて、
おのれ

己の
ふっかつ

復活を
もつ

以て
むかし

昔
ころ

殺されし
ひと

人を
すく

救ひ
たま

給へり。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 

ハリストスよ、
われ

我
ら

等は
なんじ

爾の
し

死よりの
ふっかつ

復活を
さんえい

讃榮す。
なんじ

爾は
これ

此を
もつ

以てアダムの
やから

族を
じごく

地獄の
くるしめ

苛虐より
と

釋き、
かみ

神

として
せかい

世界に
えいえん

永遠の
いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

ハリストス
きゅうせいしゅ

救世主、
かみ

神の
どくせい

獨生の
こ

子、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられて、
みっかめ

三日目に
はか

墓より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸

す。 

句、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
しゅ

主よ、
われ

我
ら

等は
なんじ

爾
あまん

甘じて
わ  

我が
ため

爲に
じゅうじか

十字架を
しの

忍びし
もの

者を
さんえい

讃榮す、
ぜんのう

全能の
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾に
ふくはい

伏拜す。
ひと

人を
あい

愛す

る
しゅ

主よ、
われ

我
ら

等を
なんじ

爾の
かんばせ

顔 より
しりぞ

退くる
なか

勿れ、
すなわち

乃 ち
われ

我
ら

等に
き

聽きて、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もつ

以て
われ

我
ら

等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

   又生神女の
スティヒラ

讃頌、アモレイのパワェルの作。第四調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 
かみ

神の
はは

母よ、
てん

天の
ひんい

品位は
なんじ

爾を
さんえい

讃榮す、
けだし

蓋
なんじ

爾
しじょう

至淨なる
もの

者は
ちち

父
およ

及び
せいしん

聖神と
とも

偕に
えいざい

永在する
かみ

神、
いし

意志を
もつ

以て
む

無よ

り
てん

天
し

使の
ぐん

軍を
つく

造りし
しゅ

主を
う

生み
たま

給へり。
ただ

正しく
なんじ

爾を
しょうしんじょ

生神女と
ほ

讃め
うた

歌ふ
もの

者の
たましい

靈 を
すく

救ひて
てら

照さんことを
かれ

彼

に
いの

祈り
たま

給へ。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 
じょさい

女宰よ、
われ

我
なんじ

爾を
せいせい

成聖の
いずみ

泉、
せいしん

聖神に
かがや

輝かさるる
じゅんきん

純金の
やくひつ

約匱として、
なんじ

爾の
まえ

前に
ふふく

俯伏して
いの

祈る、
よく

慾に
ふけ

耽る
わ  

我が
ふとう

不當なる
たましい

靈 を
てら

照し、
われ

我を
あくき

悪鬼の
はなはだ

甚 しき
くるしめ

苛虐より
のが

脱れしめて、
われ

我に
つまづき

蹉跌なく
すくい

救の
みち

道を
ゆ

行かしめ
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われ

我
ら

等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 
ほうざ

寶座は
た

立てられ、
しょ

書は
ひら

披かれ、
おこない

行 は
あらわ

露れ、
かくじん

各人が
おのれ

己の
おもに

重任を
にな

荷ひ、
らたい

裸體にして
まえ

前に
た

立ちて、
かみ

神の
いきどおり

憤
およ

及び
その

其
ぎ

義なる
しんもん

審問に
おのの

慄く
とき

時、
じょさい

女宰よ、
その

其
とき

時
われ

我を
あわれ

憐みて、
つみ

罪なる
われ

我を
およそ

凡の
ていざい

定罪と
もろもろ

諸 の
くるしみ

苦 より
のが

脱れし

め
たま

給へ。 
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→通常部分（P6「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
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８調 挿句のスティヒラ 

○挿句に主日の讃頌、第八調。 
てん

天より
くだ

降りしイイススは
じゅうじか

十字架に
のぼ

上り、
し

死せざる
いのち

生命は
し

死の
ため

爲に
きた

來り、
まこと

眞の
ひかり

光は
くらやみ

黒暗にある
もの

者に
あらわ

顯

れ、
しゅうじん

衆人の
ふっかつ

復活は
おちい

陥りし
もの

者に
のぞ

臨めり。
われ

我
ら

等の
ひかり

光
およ

及び
きゅうせいしゅ

救世主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

   他の
スティヒラ

讃頌  

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

われ

我
ら

等は
し

死より
ふっかつ

復活せしハリストスを
さんえい

讃榮す、
けだし

蓋
かれ

彼の
う

受けたる
たましい

靈 と
からだ

體とは
くるしみ

苦 の
とき

時に
あい

相
わか

分れたり、
その

其

しじょう

至淨なる
たましい

靈 は
じごく

地獄に
くだ

降りて、
これ

之を
とりこ

擄にし、
わ  

我が
たましい

靈 の
きゅうしゅ

救主の
せい

聖なる
からだ

體は
はか

墓に
あ

在りて
きゅうかい

朽壞を
み

見ざりき。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ハリストスよ、
われ

我
ら

等
せいえい

聖詠と
しふ

詩賦とを
もつ

以て
なんじ

爾の
し

死よりの
ふっかつ

復活を
さんえい

讃榮す。
なんじ

爾は
これ

此を
もつ

以て
われ

我
ら

等を
じごく

地獄の
くるしめ

苛虐よ

り
と

解きて、
かみ

神として
えいえん

永遠の
いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
しゅ

主よ、
せい

聖
とく

徳は
なんじ

爾の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

ああ

鳴呼
ばんゆう

萬有の
はか

測り
がた

難き
しゅさい

主宰、
てん

天
ち

地の
ぞうぶつ

造物
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架の
くるしみ

苦 を
しの

忍びて、
われ

我に
くるしみ

苦 なきを
なが

流せり、
ほうむり

瘞 を
う

受

け、
こうえい

光榮の
うち

中に
ふっかつ

復活して、
ぜんのう

全能の
て

手を
もつ

以てアダムを
とも

偕に
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活に
き

歸

す、
なんじ

爾は
これ

此を
もつ

以て
われ

我
ら

等に
えいえん

永遠の
いのち

生命と
しょざい

諸罪の
きよめ

潔淨とを
たま

賜へり、
ひとり

獨
じれん

慈憐の
しゅ

主なればなり。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 

よめ

聘女ならぬ
どうていじょ

童貞女、
い

言ひ
がた

難く
み

身にて
かみ

神を
はら

孕みし
もの

者、
しじょう

至上なる
かみ

神の
はは

母よ、
なんじ

爾の
しょ

諸
ぼく

僕の
きとう

祈祷を
う

受け
たま

給へ。
しゅう

衆

に
しょざい

諸罪の
きよめ

潔淨を
あた

予ふる
じゅんけつ

純潔なる
もの

者よ、
いま

今
われ

我
ら

等の
きがん

冀願を
い

納れて、
われ

我
ら

等
みな

皆
すく

救はれんことを
いの

祈り
たま

給へ。 

→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
 

 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
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早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

８調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 

 

 

→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 
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＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

８調【アンティフォン】 

 

 

品第詞、第八調。第一倡和詞  （毎句復唱す） 
わ  

我が
いとけな

幼 き
とき

時より
てき

敵は
われ

我を
いざな

誘ひ、
いつらく

逸樂にて
われ

我を
こ

焦がす、
しゅ

主よ、
われ

我
ただ

唯
なんじ

爾を
たの

賴みて
これ

之に
か

勝つ。シオンを
にく

憎む
もの

者

は
ぬ

抜かるる
さき

前の
くさ

草の
ごと

如し、
けだし

蓋ハリストスは
くる

苦しき
せつだん

切斷を
もつ

以て
かれ

彼
ら

等の
くび

首を
き

斬らん。  光榮 （今も） 
せいしん

聖神に
よ

藉りて
ばんゆう

萬有は
い

生く、
かれ

彼は
ひかり

光よりの
ひかり

光にして、
おおい

大なる
かみ

神なり。
われ

我
ら

等
かれ

彼を
ちち

父
およ

及び
ことば

言と
とも

偕に
あが

崇め
うた

歌ふ。  

（以下省略 今も、同上。) 

   第二
アンティフォン

倡和詞 
いた

至りて
じれん

慈憐なる
しゅ

主よ、
ねが

願はくは
わ  

我が
こころ

心は
へりくだ

謙りて、
なんじ

爾を
おそ

畏るる
おそれ

畏に
おお

覆はれん、
たか

高ぶりて
なんじ

爾より
はな

離れ
お

落

ちざらん
ため

爲なり。
しゅ

主に
たの

恃みを
お

負はせたる
もの

者は、
しゅ

主が
ひ

火と
くるしみ

苦とを
もつ

以て
しゅう

衆を
しんぱん

審判せん
とき

時に
おそ

懼れざらん。   

光榮 
せいしん

聖神に
よ

藉りて
およそ

凡の
せいしゃ

聖者は
み

見、
よげん

預言し、
きみょう

奇妙に
こうしょう

高尚なる
こと

事を
おこな

行ひて、
さんい

三位に
ゆいいち

惟一の
かみ

神を
うた

歌ふ、
けだし

蓋
しんせい

神性

は
さんこう

三光なれども
どくいつ

獨一なり。    今も、同上。 

    第三
アンティフォン

倡和詞 
しゅ

主よ、
われ

我
なんじ

爾に
よ

籲べり、
き

聞き
い

納れて、
よ

呼ぶ
もの

者に
なんじ

爾の
みみ

耳を
かたぶ

傾け、
われ

我を
ここ

此より
と

取らざる
さき

先に
きよ

潔め
たま

給へ。
おのれ

己

の
はは

母たる
ち

地に
かえ

歸る
しゅうじん

衆人は
また

復
い

出でん、
ざいせい

在世の
とき

時に
おこな

行ひし
こと

事に
かな

適ひて
くつう

苦痛
あるい

或は
そんえい

尊榮を
う

受けん
ため

爲なり。   

光榮 
せいしん

聖神に
よ

藉りて
せいさん

聖三の
ゆいいちしゃ

惟一者は
つた

傳へらる、
けだし

蓋
ちち

父は
むげん

無原なり、
こ

子は
とき

時なき
さき

先に
かれ

彼より
うま

生れ、
どういつ

同一
ざ

座
どういちせい

同一性の
しん

神は
とも

共に
ちち

父より
かがや

輝けり。   今も、同上。 

   第四
アンティフォン

倡和詞 
きょうだい

兄弟
むつま

睦しく
お

居るは
ぜん

善なる
かな

哉、
び

美なる
かな

哉、
けだし

蓋
しゅ

主は
これ

此が
ため

爲に
えいえん

永遠の
いのち

生命を
やく

約せり。 
の

野の
ゆり

百合花を
よそお

妝ふ
しゅ

主は
おのれ

己の
ころも

衣の
ため

爲に
おもんばか

慮るを
よう

要せずと
めい

命じ
たま

給ふ。   光榮 
せいしん

聖神は
ばんぶつ

萬物の
へいあん

平安に
たも

保たるる
ゆいいち

惟一の
げんいん

原因なり、
けだし

蓋
かれ

彼は
かみ

神なり、
ちち

父
およ

及び
こ

子と
いったい

一體にして、
どう

同
さいせい

宰制の
しゅ

主

なり。   今も、同上。 

☆提綱、第８調 

主
しゅ

は永遠
えいえん

に王
おう

とならん、シオンよ、 爾
なんじ

の神
かみ

は世世
よよ

に王
おう

とならん。 

句
く

、我が
わ  

靈
たましい

よ、主
しゅ

を讃
ほ

め揚
あ

げよ。我
われ

生
い

ける中
うち

主
しゅ

を讃
ほ

め揚
あ

げん。 
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→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

８調 カノン  

主日のカノン、第８調 ＜第 1 のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略＞ 

   第一歌頌 

イルモス、昔
むかし

奇跡
きせき

を 行
おこな

ふモイセイ
もいせい

の杖
つえ

は、十字形
じゅうじかた

に撃
う

ちて、海
うみ

を分
わか

ち、車
くるま

に乘
の

りて追
お

ひ來
きた

るファラオン
ふぁらおん

を沈
しず

め、徒歩
かち

にて逃
のが

るるイズライリ
いずらいり

、神
かみ

を讃
ほ

め歌
うた

ふ者
もの

を救
すく

ひ給
たま

へり。 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
われ

我
ら

等
いかん

如何ぞハリストスの
ぜんのう

全能の
しんせい

神性を
き

奇とせざらん、
かれ

彼は
くるしみ

苦 より
しゅう

衆
しんじゃ

信者に
くるしみ

苦 なきと
く

朽ちざるとを
なが

流


Zm ８調

主


は

 
永


遠


に

 
王とな

 
らん

 
シオンよ、爾の

 
神は

 

 
世

   
世

  
に

 
王

 
と


な

 
らん。
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し、
せい

聖なる
わき

脇より
ふし

不死の
いずみ

泉を
したた

滴らせ、
はか

墓より
えいえん

永遠の
いのち

生命を
ほどこ

施し
たま

給ふ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
てん

天
し

使は
いま

今
おんなたち

女等に
いか

如何にか
うるわ

美しき
もの

者と
あらわ

現れたる、
かれ

彼は
ほんせい

本性の
むけい

無形の
けつじょう

潔淨の
こうめい

光明なる
かたち

形を
そな

具へ、
その

其
すがた

姿

を
もつ

以て
ふっかつ

復活の
ひかり

光を
しめ

示して
よ

呼べり、
しゅ

主は
ふっかつ

復活し
たま

給へり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
生神女讃詞 

かみ

神
ことば

言を
はら

腹に
い

容れて
みさお

貞潔を
まも

守りし
しょうしんじょ

生神女マリヤよ、
なんじ

爾に
おい

於て
しえい

至榮なる
こと

事は
よよ

世世の
うち

中に
とな

唱へられたり。
ゆえ

故

に
われ

我
ら

等
みな

皆
なんじ

爾
かみ

神の
つぎ

亞に
わ  

我が
ほごしゃ

保護者たる
もの

者を
とうと

尊む。 

     

   第三歌頌 

イルモス、
はじめ

始に
ちえ

智慧にて
てん

天を
かた

堅め、
ち

地を
みず

水の
うえ

上に
た

建てしハリストスよ、
なんじ

爾が
いましめ

誡の
いし

石に
われ

我を
かた

堅め
たま

給へ、
なんじ

爾
ひとり

獨
ひと

人を
いつくし

慈む
しゅ

主の
ほか

外に
せい

聖なる
もの

者なければなり。（楽譜は次ページ） 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
くら

食ふ
つみ

罪に
よ

因りて
ていざい

定罪せられしアダムを、
なんじ

爾は
おのれ

己の
み

身の
すくい

救を
ほどこ

施す
くるしみ

苦 を
もつ

以て
ぎ

義と
な

爲し
たま

給

へり、
けだし

蓋
つみ

罪なき
しゅ

主よ、
なんじ

爾
みずか

親ら
し

死の
こころみ

試 に
ぞく

屬せざりき。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

が
かみ

神イイススは
くらやみ

幽暗に
お

居り
し

死の
かげ

蔭に
ざ

坐する
もの

者に
ふっかつ

復活の
ひかり

光を
かがや

輝かし、
おのれ

己の
しんせい

神性を
もつ

以て
つよ

強き
もの

者を
しば

縛りて、
その

其
うつわもの

器 を
おびやか

劫 し
たま

給へり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
生神女讃詞 

むてん

無玷なる
しょうしんじょ

生神女よ、
なんじ

爾はヘルワィム
およ

及びセラフィムより
うえ

上なる
もの

者と
あらわ

顯れたり、
けだし

蓋
なんじ

爾は
ひとり

獨
い

容れ
がた

難き
かみ

神

を
おのれ

己の
はら

腹に
う

受け
たま

給へり。
ゆえ

故に
われ

我
ら

等
しゅう

衆
しんじゃ

信者は
うた

歌を
もつ

以て
なんじ

爾
いさぎよ

潔 き
もの

者を
さんよう

讃揚す。 

 

◇小連祷、（セダレン省略） 
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第四歌頌 

イルモス、
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
われ

我の
かため

固、
われ

我の
ちから

力なり、
なんじ

爾は
われ

我の
かみ

神、
われ

我の
よろこび

喜なり、
なんじ

爾は
ちち

父の
ふところ

懐を
はな

離れずして、
われ

我
ら

等の
まず

貧しきに
のぞ

臨み
たま

給へり。
ゆえ

故に
よげんしゃ

預言者アウワクムと
とも

共に
なんじ

爾に
よ

呼ぶ、
ひと

人を
いつくし

慈む
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ちから

力に
き

歸

す。（楽譜は次ページ） 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 
じれん

慈憐なる
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
てき

敵なる
われ

我を
はなはだ

甚
あい

愛せり。
なんじ

爾は
おどろ

驚くべき
へりくだり

謙遜を
もつ

以て
ち

地に
のぞ

臨み、
わ  

我が
しごく

至極の
ぼうぎゃく

暴虐

を
じ

辭せず、
なんじ

爾の
しじょう

至淨なる
こうえい

光榮の
たかき

高に
いま

在して、
われ

我
かつ

嘗て
はずか

辱しめられし
もの

者を
えい

榮し
たま

給へり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

主宰よ、
たれ

誰か
いま

今
くるしみ

苦 にて
し

死の
ほろぼ

滅され、
じゅうじか

十字架にて
きゅうかい

朽壞の
とお

遠ざけられ、
し

死にて
じごく

地獄の
たから

寶の
うば

奪はるるを
み

見

て
おどろ

驚かざらん。
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられし
もの

者の
しんせい

神聖なる
ちから

力にて
おこな

行はれしことは
きい

奇異な

る
かな

哉。 

   光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
生神女讃詞 

よめ

聘女ならぬ
よめ

聘女よ、
なんじ

爾は
しんじゃ

信者の
ほまれ

譽なり、
なんじ

爾は「ハリスティアニン」
ら

等の
てんたつ

轉達と
かくれが

避所、
かき

城垣と
みなと

港なり。
けだし

蓋
なんじ

爾は、
じゅんけつ

純潔なる
もの

者よ、
なんじ

爾の
こ

子に
きとう

祈祷を
ささ

獻げて、
しん

信と
あい

愛とを
もつ

以て
なんじ

爾を
いさぎよ

潔 き
しょうしんじょ

生神女と
う

承け
と

認むる
もの

者を
くなん

苦難

より
すく

救ひ
たま

給ふ。 

    

   第五歌頌 

イルモス、
かく

隱れざる
ひかり

光よ、
なん

何ぞ
われ

我を
なんじ

爾の
かんばせ

顔より
しりぞ

退けし、
ほか

外の
やみ

闇は
あわれ

憐なる
われ

我を
おお

掩へり。
いの

祈る、
われ

我を
かえ

返して、
わ  

我が
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E途EAを A

なんじ

E爾EAのA

いましめ

E誡 E AのA

ひかり

E光EAにA

むか

E向 EAはしめA

たま

E給EAへ。（楽譜は次ページ） 
みち

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスA

きゅうせいしゅ

E救世主E Aよ、A

なんじ

E爾 E AはA

はずか

E辱E Aしめられて、A

くるしみ

E苦E AのA

まえ

E前EAにA

あかき

E絳E AA

うわぎ

E袍E AをA

き

E衣EAせらるるをA

しの

E忍E Aびて、A

はじめ

E始E AにA

つく

E造EAられしA

もの

E者EA

のA

みにく

E醜 E AきA

はだか

E裸E AをA

おお

E掩 EAひ、A

はだか

E裸E AなるA

み

E身EAにてA

じゅうじか

E十字架EAにA

てい

E釘EAせられて、A

し

E死EAの A

ころも

E衣E AをA

ぬ

E脱 EAぎA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾E AはA

ふっかつ

E復活EAして、A

わ  

E我がEAA

お

E墜EAちたるA

せい

E性EAをA

し

E死EAにA

ぞく

E屬EAするA

ちり

E塵EAよりA

あらた

E改E AめA

つく

E作EAり、A

これ

E之EAをA

お

E老EAいざるA

もの

E者EAとA

な

E爲EAし、A

これ

E之E

AをA

また

E復 EAA

おう

E王EAのA

ぞう

E像EAとしてA

ふきゅう

E不朽EAのA

いのち

E生命EAにてA

かがや

E輝E Aく A

もの

E者EAとA

あらわ

E顯E AしA

たま

E給EAへり。 

   光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
生神女讃詞 

A

じゅんけつ

E純潔E AなるA

もの

E者 E Aよ、A

もと

E求 EAむ、A

なんじ

E爾E AのA

こ

E子EAのA

まえ

E前EAに A

はは

E母EAのA

いさみ

E勇敢EAをA

たも

E有E AつA

もの

E者E Aとして、A

われ

E我EAA

ら

E等EAのA

ため

E爲E AにA

どうぞく

E同族EAにA

かな

E適EAふA

おもんばかり

E慮E AをA

な

E爲EAすをA

いと

E厭E

AふA

なか

E勿 EAれ、A

われ

E我EAA

ら

E等EAA

しんじゃ

E信者EAはA

ひとり

E獨E AA

なんじ

E爾E Aを A

じれん

E慈憐EAなるA

てんたつしゃ

E轉達者EAとしてA

しゅさい

E主宰EAにA

すす

E進EAむればなり。 

   第六歌頌 

イルモス、A

きゅうせいしゅ

E救世主E Aよ、A

われ

E我E AをA

きよ

E淨 E AめA

たま

E給E Aへ、A

わ  

E我がEAA

ふほう

E不法EAA

おお

E多E Aければなり、A

いの

E祈E Aる、A

われ

E我E AをA

あく

E悪E AのA

ふち

E淵E AよりA

ひ

E引EAきA

あ

E上 EAげA

たま

E給 E

Aへ、A

われ

E我E AA

なんじ

E爾E AにA

よ

E呼EAびたればなり、A

わ

E吾EAがA

すくい

E救E AのA

かみ

E神E Aよ、A

われ

E我E AにA

き

E聽EAきA

たま

E給E Aへ。（楽譜は次ページ） 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、 A

あく

E悪EAの A

かしら

E魁E Aは A

き

E木E Aを A

もつ

E以EAてA

はげ

E厲 E Aしく A

われ

E我E AをA

おと

E墮E Aしたれども、 A

なんじ

E爾E AはA

じゅうじか

E十字架E Aに A

のぼ

E上E Aりて、A

さら

E更EAにA

はげ

E厲 E AしくA

かれ

E彼E AをA

おと

E墮E A

し、A

はずか

E辱E Aしめて、A

おちい

E陥E AりしA

もの

E者EAをA

ふっかつ

E復活EAせしめA

たま

E給 EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾E Aは A

はか

E墓EAよりA

かがや

E輝E AきA

い

E出EAでて、A

あわれみ

E憐E AをシオンにA

た

E垂EAれ、A

じれん

E慈憐EAなるにA

よ

E因EAりて、A

なんじ

E爾E AがA

しんせい

E神聖EAなるA

ち

E血EAをA

もつ

E以E

Aて、A

その

E其EAA

ふるき

E舊 E Aを A

か

E易EAへてA

これ

E之 EAをA

あらた

E新E Aにし、A

いま

E今EAA

その

E其EAA

うち

E中EAにA

おい

E於EAてA

よよ

E世世EAのA

おう

E王EAとA

な

E爲EAりA

たま

E給EAへり。 
   光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 

生神女讃詞 

A

いさぎよ

E潔E Aき A

かみ

E神 E Aの A

はは

E母E Aよ、 A

ねが

E願E Aはくは A

われ

E我E AA

ら

E等E Aは A

なんじ

E爾 E Aの A

きとう

E祈祷E Aに A

よ

E因E Aりて A

はなはだ

E甚E Aしき A

ざいあく

E罪悪E Aより A

のが

E脱E Aれて、A

なんじ

E爾E AA

しじょう

E至淨E AのA

もの

E者 E AよりA

い

E言E AひA

がた

E難E A

くA

じんたい

E人體EAをA

と

E取EAり A

たま

E給EAひしA

かみ

E神 EAのA

こ

E子EAのA

しんせい

E神聖EAなるA

こうしょう

E光照E AをA

う

E受EAけん。 

◇小連祷 

   小讃詞、第八調。 

A

だいじんじ

E大仁慈EAなるA

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

はか

E墓EAよりA

ふっかつ

E復活EAして、A

し

E死 EAせしA

もの

E者EAをA

おこ

E興EAし、アダムをA

ふっかつ

E復活EAせしめA

たま

E給EAへり。エワはA

なんじ

E爾E AのA

ふっかつ

E復活E

AをA

たの

E樂 EAしみ、A

せかい

E世界EAのA

はて

E極EAはA

なんじ

E爾E AがA

し

E死EAよりA

お

E興EAきたるをA

いわ

E祝EAふ。 

   ＜同讃詞は省略＞ 

   第七歌頌 

イルモス、 A

むかし

E昔E AワワィロンにA

おい

E於 EAて A

ひ

E火EAは A

かみ

E神 E AのA

こうりん

E降臨EAにA

は

E慙E Aぢたり、A

ゆえ

E故EAにA

しょうしゃ

E少者E AはA

いろり

E爐E Aに A

あ

E在E Aりて、A

はな

E花EAA

その

E園E AにA

あゆ

E歩EAむが A

ごと

E如EA

くA

いわ

E祝EAひてA

うた

E歌EAへり、A

わ

E吾E Aが A

せんぞ

E先祖EAのA

かみ

E神EAよ、 A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめらる。（楽譜は次ページ） 

 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 
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ハリストスよ、A

なんじ

E爾E AのA

こうえい

E光榮EAなるA

へりくだり

E謙虚E A、A

なんじ

E爾 E AがA

ひんきゅう

E貧窮E AのA

しんみょう

E神妙E AなるA

とみ

E富EAはA

しょてんし

E諸天使EAをA

おどろ

E驚E Aかす、A

かれ

E彼EAA

ら

E等EAは、A

わ

E吾EAがA

せんぞ

E先祖EAのA

かみ

E神E

Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃EAめらると、A

しん

E信 EAじてA

よ

E呼EAぶA

もの

E者EAをA

すく

E救 EAはんA

ため

E爲EAに、A

なんじ

E爾E AがA

じゅうじか

E十字架EAにA

てい

E釘EAせらるるをA

み

E見EAればなり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

なんじ

E爾E Aは A

しんせい

E神聖EAなる A

こうりん

E降臨EAにて A

じごく

E地獄E AにA

ひかり

E光E Aを A

み

E滿EAたししに、 A

かつ

E曾E Aて A

おお

E蔽E Aひたる A

くらやみ

E闇冥EAは A

お

E逐E Aはれたり。 A

ゆえ

E故E AにA

こせい

E古世E AよりのA

めしうど

E囚人EA

はA

ふっかつ

E復活EAしてA

よ

E呼EAぶ、A

わ

E吾EAがA

せんぞ

E先祖EAのA

かみ

E神 EAはA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃EAめらる。 

   光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
聖三者讃詞 

A

われ

E我E AA

ら

E等EAは A

なんじ

E爾 E AA

ばんゆう

E萬有EAの A

しゅ

E主E A、 A

ゆいいち

E惟一E Aの A

どくせい

E獨生EAの A

こ

E子E Aの A

ゆいいち

E惟一E Aの A

ちち

E父 E Aを A

ただ

E正E Aしく A

つた

E傳E Aへ、 A

また

E又E AA

なんじ

E爾E Aより A

い

E出E Aづる A

ゆいいち

E惟一EAのA

ぎ

E義E Aなる A

しん

E神E A、A

なんじ

E爾E A

とA

どういつせい

E同一性EAA

どう

E同EAA

えいざい

E永在EAなるA

もの

E者 EAをA

う

E承EAけA

と

E認EAむ。 
 

   第八歌頌 

イルモス、ハルデヤのA

くるしめびと

E窘迫者EAはA

いかり

E怒 E Aに A

た

E堪 E Aへずして、A

けいけん

E敬虔E AのA

もの

E者EAのA

ため

E爲EAにA

いろり

E爐E AをA

しちばい

E七倍EAA

あつ

E熱EAくしたれども、A

うえ

E上EAのA

ちから

E力E Aに

てA

その

E其EAA

すく

E救EAはれしをA

み

E見 EAて、A

ぞうぶつ

E造物EAA

しゅ

E主EAと A

きゅうせいしゅ

E救世主E AにA

よ

E呼EAべり、A

しょうしゃ

E少者EAよ、A

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめよ、A

しさい

E司祭EAよ、A

ほ

E讃EAめA

うた

E歌EAへ、A

たみ

E民EAよ、A

ばんせい

E萬世E

AにA

とうと

E尊E AみA

あが

E崇EAめよ。（楽譜は次ページ） 

 
附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

イイススのA

しんせい

E神性EAのA

いた

E至EAりてA

たえ

E神妙EAなるA

ちから

E力E Aは A

かみ

E神EAにA

かな

E合E AふがA

ごと

E如EAく A

われ

E我EAA

ら

E等EAのA

うち

E中EAにA

かがや

E輝E Aけり、A

かれ

E彼EAA

しゅうじん

E衆人E AのA

ため

E爲EAにA

み

E身EAにてA

じゅうじか

E十字架E A

のA

し

E死EAをA

な

E嘗EAめて、A

じごく

E地獄EAのA

かため

E堅堡EAをA

やぶ

E破EAりたればなり。A

しょうしゃ

E少者E Aよ、A

つね

E常EAにA

かれ

E彼EAをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめよ、A

しさい

E司祭EAよ、A

ほ

E讃EAめA

うた

E歌EAへ、A

たみ

E民E Aよ、A

ばんせい

E萬世E

AにA

とうと

E尊 E AみA

あが

E崇EAめよ。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 
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A

てい

E釘EAせられし A

もの

E者EAはA

お

E起 EAき、 A

たか

E高EAぶるA

もの

E者E AはA

たお

E倒EAれ、A

おちい

E陥E AりてA

やぶ

E破EAられたるA

もの

E者EAはA

あらた

E改E Aめられ、 A

きゅうかい

E朽壞E AはA

のぞ

E除E Aかれ、A

ふきゅう

E不朽EAはA

はな

E華E Aさ

けり、A

し

E死EAにA

ぞく

E屬EAするA

こと

E事EAがA

いのち

E生命EAにA

の

E呑EAまれたればなり。A

しょうしゃ

E少者E Aよ、A

あが

E崇E AめA

ほ

E讃EAめよ、A

しさい

E司祭EAよ、A

ほ

E讃EAめA

うた

E歌 E Aへ、A

たみ

E民EAよ、A

ばんせい

E萬世EAにA

とうと

E尊E

AみA

あが

E崇 EAめよ。 

   父と子と聖神のいつなる神を讃め揚げん、今も何時も世世にアミン 
聖三者讃詞 

A

さんこう

E三光EAのA

しんせい

E神性EA、 A

ゆいいち

E惟一EAのA

こうみょう

E光明E Aにて A

かがや

E輝E AくA

もの

E者E A、A

さんい

E三位EAA

いったい

E一體EAのA

かみ

E神E A、A

むげん

E無原EAのA

ちち

E父E A、A

ちち

E父E AとA

いつせい

E一性EAのA

ことば

E言E A、 A

およ

E及E AびA

とも

E共E AにA

おう

E王E AたるA

いつせい

E一性E A

のA

せいしん

E聖神EAを、A

しょうしゃ

E少者E Aよ、A

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめよ、A

しさい

E司祭EAよ、A

ほ

E讃EAめA

うた

E歌EAへ、A

たみ

E民E Aよ、A

ばんせい

E萬世EAにA

とうと

E尊E AみA

あが

E崇EAめよ。 

 

◇生神女の歌を歌ふ、 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実

の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 AE権能 E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、 

其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 
   第九歌頌 

イルモス、A

てん

E天 EAはA

おそ

E懼EAれ、A

ち

E地EAのA

はて

E極EAは A

おどろ

E驚 E Aけり、A

かみ

E神EAはA

み

E身EAにてA

ひとびと

E人人E Aに A

あらわ

E現E Aれ、A

なんじ

E爾E AのA

はら

E腹EAはA

てん

E天EAよりA

ひろ

E廣EAきA

もの

E者EAとA

な

E爲EAりたれば

なり、A

ゆえ

E故 EAにA

てん

E天 EAA

し

E使EAとA

ひとびと

E人人EAのA

むれ

E群 EAはA

なんじ

E爾E AA

しょうしんじょ

E生神女E AをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAむ。 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

かみ

E神EAの A

ことば

E言E Aよ、A

なんじ

E爾E AはA

かみ

E神EAのA

むげん

E無原EAなるA

せい

E性EAにてA

たんいつ

E單一EAなるA

もの

E者 EAにして、A

にくたい

E肉體EAをA

う

E受EAくるにA

よ

E因EAりてA

あわ

E合EAせられたるA

もの

E者 EAとA

な

E爲EAり、A

ひと

E人E

Aとしては A

くるしみ

E苦E Aを A

う

E受E Aけ、 A

かみ

E神E Aとしては A

くるしみ

E苦E Aに A

あずか

E與E Aらざる A

もの

E者E Aと A

とど

E止E Aまり A

たま

E給E Aへり。 A

ゆえ

E故E Aに A

われ

E我 E AA

ら

E等E AA

なんじ

E爾E Aを A

ぶんり

E分離E Aなく A

こんこう

E混淆E Aな

きA

にせい

E二性EAをA

たも

E有EAつ A

もの

E者EAとしてA

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃EAむ。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

しじょう

E至上EAなる A

しゅ

E主E Aよ、 A

なんじ

E爾 E AはA

しょ

E諸E AA

ぼく

E僕E Aに A

くだ

E降EAり、 A

その

E其E AA

せい

E性EAを A

もつ

E以E AてA

ひと

E人E Aと A

な

E爲EAりしにA

よ

E因EAりて、 A

おのれ

E己E AのA

ほんせい

E本性E AのA

ちち

E父E AをA

かみ

E神EAとA

な

E名EAづけ、A

はか

E墓E Aよ

りA

ふっかつ

E復活EAして、A

ち

E地EAにA

うま

E生EAるるA

もの

E者EAのA

ため

E爲 E AにA

ほんせい

E本性EAの A

かみ

E神EAA

およ

E及EAび A

しゅさい

E主宰EAをA

おんちょう

E恩寵E AのA

ちち

E父EAとA

な

E爲EAしA

たま

E給EAへり。A

われ

E我EAA

ら

E等E AA

しゅう

E衆 E AA

かれ

E彼 EAとA

とも

E偕 EAにA

なんじ

E爾E AをA

あが

E崇E A

めA

ほ

E讃EAむ。 

   光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世世にアミン 
生神女讃詞 

A

ああ

E鳴呼EAA

どうていじょ

E童貞女EA、A

かみ

E神EAのA

はは

E母EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

てん

E天EAA

しか

E然EAのA

ほう

E法 EAにA

こ

E超EAゆるA

もの

E者EAとA

あらわ

E顯E Aれて、A

じんじ

E仁慈EAなるA

ちち

E父EAがA

ばんせい

E萬世EAのA

さき

E先EAにA

う

E生EAみしA

かみ

E神EAA

ことば

E言E AをA

み

E身EAに

てA

う

E生EAみA

たま

E給 EAへり。A

かれ

E彼EAはA

にくたい

E肉體EAを A

き

E衣EAたれども、A

われ

E我EAA

ら

E等EAはA

いま

E今EAA

かれ

E彼EAをA

ことごと

E悉E AくのA

にくたい

E肉體EAよりA

いた

E至EAりてA

うえ

E上 E AなるA

もの

E者EAとA

う

E承EAけA

みと

E認EAむ。 

 
→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
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８調【讃揚歌とスティヒラ】 

 
【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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